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総　　合

　

大
田
原
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
11
月
13

日
(日
)に
告
示
さ
れ
、
11
月
20
日
(日
)に

市
内
40
の
投
票
所
で
午
前
７
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
か
ら
、
投
票
所
が
こ
れ
ま
で
の
63

投
票
所
か
ら
40
投
票
所
へ
変
更
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
と
投
票
所
の
変
わ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
場

所
を
確
認
さ
れ
ま
し
て
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成
３
年
11
月
21
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
で
、
平
成
23
年
８
月
12
日
以
前
か
ら

(転
入
者
に
つ
い
て
は
、
同
日
ま
で
に
転

入
届
を
し
た
方
)大
田
原
市
に
引
き
続
き

住
所
(住
民
基
本
台
帳
)が
あ
り
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
11
月
19
日
ま
で
に
他
の
市
町

村
へ
転
出
し
た
方
は
、
投
票
所
入
場
券
が

郵
送
さ
れ
て
い
て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
当
日
に
投
票
区
内
に
い
て
も
仕

事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
用
事
の
あ
る
方
、

レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
で
投
票
区
外
に

お
出
か
け
の
方
、
出
産
や
入
院
の
予
定
の

あ
る
方
な
ど
、
当
日
投
票
所
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
方
は
、
｢期
日
前
投
票
｣が
で

き
ま
す
。

●
期
日
前
投
票
所　

大
田
原
市
役
所
、
湯

　

津
上
庁
舎
、
社
会
福
祉
協
議
会
黒
羽
支
所

●
期
日
前
投
票
期
間

　

11
月
14
日
(月
)〜
11
月
19
日
(土
)

●
期
日
前
投
票
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
期
日
前
投
票
は
、
市
内
の
ど
こ
に
お
住

　

ま
い
で
も
前
記
３
カ
所
、
ど
こ
の
投
票

　

所
で
も
で
き
ま
す
。

※
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
が
期
日
前
投
票

　

宣
誓
書
(兼
請
求
書
)に
な
っ
て
い
ま
す

　

の
で
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
入
場
券
が
お
手
元
に
届
く
前
で
も
、
期

　

日
前
投
票
所
に
備
え
て
あ
る
宣
誓
書
を

　

利
用
し
て
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
投
票
で
き
る
投
票
所
は
、
投

票
所
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
入

場
券
を
ご
確
認
の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
場
合

や
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
本
人
と
確
認
で

き
れ
ば
そ
の
場
で
入
場
券
を
再
発
行
し
投

票
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
の
係
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

●
点
字
投
票

　

目
が
不
自
由
な
方
は
、
｢点
字
投
票
｣を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
各
投
票
所
に
は
、

　

点
字
器
を
備
え
て
あ
り
ま
す
。

●
代
理
投
票

　

身
体
が
不
自
由
な
ど
に
よ
り
ご
自
分
で

　

候
補
者
の
氏
名
を
書
く
こ
と
が
で
き
な

　

い
方
は
、
投
票
所
の
係
員
に
よ
る
｢代

　

理
投
票
｣を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
(た
だ

　

し
、
本
人
が
投
票
所
ま
で
お
い
で
い
た

　

だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
)

　

候
補
者
の
人
物
や
政
見
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
選
挙
公
報
を
配
布
し
ま
す
。

　

新
聞
折
り
込
み
の
ほ
か
各
支
所
、
出
張

所
、
各
地
区
公
民
館
に
備
え
付
け
る
予
定

で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
音
声
版
の
選
挙
広
報
も
あ
り
ま

す
の
で
、
必
要
な
方
は
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

歩
行
が
困
難
な
方
の
う
ち
、
次
の
要
件

に
該
当
す
る
方
は
、
事
前
に
選
挙
管
理
委

員
会
で
｢郵
便
等
投
票
証
明
書
｣の
交
付
を

受
け
、
自
宅
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、
次
の

　

表
の
障
害
名
に
つ
い
て
、
そ
の
等
級
に

　

該
当
す
る
方

②
介
護
保
険
の
要
介
護
者
で
要
介
護
５
の
方

※
な
お
、
こ
の
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者

　

投
票
は
事
前
に
｢郵
便
等
投
票
証
明
書
｣

　

の
交
付
申
請
が
必
要
で
す
。
す
で
に
、

　

｢郵
便
等
投
票
証
明
書
｣を
お
持
ち
の
方

　

の
投
票
用
紙
の
請
求
は
、
11
月
16
日

　

(水
)ま
で
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

　

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
早
め
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、

投
票
が
で
き
る
方

期
日
前
投
票
は
11
月
14
日（
月
）か
ら

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

投
票
の
諸
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

投
票
所
入
場
券
は
11
月
14
日（
月
）に
郵
送

選
挙
公
報
の
配
布

11
月
20
日(

日)

は

大
田
原
市
議
会
議
員
選
挙
投
票
日
で
す

投
票
時
間
は
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

む
だ
に
し
な
い
で
！

あ
な
た
の
大
切
な
一
票

両下肢機能・体幹機能
・移動機能などの障害

心臓・じん臓・呼吸器
・ぼうこう・直腸・小
腸などの機能障害

免疫・肝臓の障害

等級

１級
２級

１級
３級

１級
２級
３級

障害名

駐車場

市民ロビー

期日前
投票所
期日前
投票所

玄　関

エレベーターエレベーター

総合窓口

湯津上庁舎
１階１０２会議室

駐
車
場

市
道
西
崖
線

玄  関

事務室 期日前
投票所
期日前
投票所

黒羽庁舎

社会福祉協議会黒羽支所
会議室

駐車場
議会棟玄関

市役所

正面玄関

期日前
投票所
期日前
投票所

大田原市役所
議会棟第１会議室

代
理
記
載
制
度
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滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　

代
理
記
載
人
に
よ
り
投
票
を
し
て
も
ら

　

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
利
用
が
で
き
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

　

る
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
ま

　

た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
｢１
級
｣と

　

記
載
さ
れ
て
い
る
方

・
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　

方
で
、
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は

　

視
覚
の
障
害
の
程
度
が
｢特
別
項
症
か

　

ら
第
２
項
症
ま
で
｣と
記
載
さ
れ
て
い

　

る
方

　

住
所
が
大
田
原
市
に
あ
っ
て
、
出
張
な

ど
で
長
期
間
他
の
市
町
村
に
滞
在
し
て
い

る
方
は
、
郵
便
に
よ
り
滞
在
地
で
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
■
問
い
合
わ
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　

(９
８
)３
７
６
７

み
ん
な
で
守
ろ
う
｢三
な
い
運
動
｣

贈
ら
な
い
！
　
求
め
な
い
！
　
受
け

取
ら
な
い
！

大田原小学校
ふたば記念館 ( ふたば幼稚園 )
大田原東地区公民館
水道庁舎
総合文化会館
勤労青少年ホーム
大田原中学校
勤労者総合福祉センター
加治屋集落センター

【大田原地区】

※大田原地区については、投票所の再編はありません。投票所もこれまでどおりです。

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

大田原小学校
ふたば記念館 ( ふたば幼稚園 )
大田原東地区公民館
水道庁舎
総合文化会館
勤労青少年ホーム
大田原中学校
勤労者総合福祉センター
加治屋集落センター

１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
２
３
４
５
６
７
８
９

1,914
2,532
2,658
1,582
2,755
2,341
4,215
2,364
2,299

1,914
2,532
2,658
1,582
2,755
2,341
4,215
2,364
2,299

野崎中学校
中薄葉公民館
石上小学校

【野崎地区】

※野崎地区については投票区の再編はありませんが、中薄葉公民館の投票所が薄葉小学校に変わります。

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

野崎中学校
薄葉小学校
石上小学校

20
21
22

親園小学校
南区公民館
親園農村環境改善センター
宇田川小学校

【親園地区】

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

親園小学校

親園農村環境改善センター

明宿自治公民館
岡公民館
松原農村生活センター
市野沢集落センター
羽田小学校
小滝集落センター
古町集落センター
南金丸集落センター
奥沢小学校
倉骨笹原集落センター

【金田地区】

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

明宿自治公民館

市野沢集落センター
羽田小学校
小滝集落センター

奥沢小学校
倉骨笹原集落センター

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

10

12
13
14

16
17

2,902
563
533
1,121
1,144
813
916
861
824
1,024

20
21
22
23

18

19

24
25
26

2,902

1,121
1,144
813

824
1,024

1,609

1,499

11

15

舟山自治公民館

金丸小学校

1,096

1,777

975
634
643
856

1,989
2,510
1,243

1,989
2,510
1,243

新しい投票所新しい投票所

新しい投票所新しい投票所

新しい投票所新しい投票所

新しい投票所新しい投票所

【市内投票区の変更箇所一覧(63投票区→40投票区)】
※網掛けになっている投票区は再編または変更があった投票区です。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

10
月
1
日
号
広
報
お
お
た
わ
ら
と
一

緒
に
配
布
し
ま
し
た
｢大
田
原
市
選
挙
管

理
会
か
ら
の
お
知
ら
せ(

投
票
区
再
編

の
チ
ラ
シ)

｣の
最
終
ペ
ー
ジ
の
見
出
し

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
、
左
記
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

27

28

29

親
園
地
区

（誤）

27

28

佐
久
山
地
区29

（正）
↓
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佐久山地区公民館
福原小学校
佐久山中学校

【佐久山地区】

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

佐久山地区公民館27
28
29

1,032
750
603

23

24 佐久山中学校 1,353

1,032

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数

佐良土多目的交流センター
蛭畑公民館
品川センター
蛭田下集落センター
片府田生活センター
狭原公民館
湯津上小学校体育館
中の原自治公民館

【湯津上区】

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

佐良土多目的交流センター

蛭田小学校

湯津上小学校体育館

30
31
32
33
34
35
36
37

869
484
325
463
349
561
803
318

1,353

1,137

1,682

25

26

27

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数

社会福祉協議会黒羽支所
前田集会所
北野上南区集会所
北区農事集会所
北滝公会堂
片田集会所
亀久公民館

【黒羽地区】

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数

社会福祉協議会黒羽支所
前田集会所

38
39
40
44
41
42
43

947
1,018
474
190
303
349
299

947
1,018

28
29

30

31

北野上南区集会所

片田小学校

664

951

上町公民館
川西高齢者ほほえみセンター
余瀬集会所
蜂巣集落センター
桧木沢集落センター
寒井本郷集会所

【川西地区】

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

桧木沢集落センター
寒井本郷集会所

45
46
47
48
49
50

642
1,225
306
373
592
1,031

32

33

川西小学校

蜂巣集落センター

1,867

679

34
35

592
1,031

両郷地区コミュニティセンター
両郷集会所
寺宿集会所
久野又集会所
大輪集会所
川田公民館

【両郷地区】

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

両郷地区コミュニティセンター

大輪集会所

51
52
53
54
55
56

797
207
314
261
406
144

36

37

1,579

550

黒羽農業構造改善センター
須佐木下組公民館
須賀川下組公民館
須賀川集会所
須賀川上組公民館
川上健康増進センター
南方２区公民館

【須賀川地区】

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

黒羽農業構造改善センター

須賀川集会所

川上地域高齢者ほほえみセンター

57
58
59
60
61
62
63

301
377
289
230
256
215
72

38

39

40

678

775

287

新しい投票所新しい投票所

新しい投票所新しい投票所

新しい投票所新しい投票所

新しい投票所新しい投票所

新しい投票所新しい投票所

新しい投票所新しい投票所
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●
意
見
公
募
の
内
容
な
ど

　

現
在
、
市
で
は
大
田
原
市
総
合
計
画
後

　

期
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

総
合
計
画
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

　

と
な
る
基
本
構
想(

10
年
間)

、
具
体
的

　

な
施
策
を
示
し
た
基
本
計
画(

５
年
間)

　

お
よ
び
事
業
の
財
源
な
ど
を
示
し
た
実

　

施
計
画(
２
年
間)

か
ら
構
成
さ
れ
て
い

　

ま
す
。
こ
の
う
ち
基
本
計
画(

後
期
５

　

年
間…

平
成
24
年
度
〜
平
成
28
年
度)

　

に
つ
い
て
計
画
案
を
作
成
し
ま
し
た
の

　

で
、
そ
れ
に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し

　

ま
す
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
意
見
を
集
約
し
検
討

　

を
行
い
、
平
成
23
年
12
月
ま
で
に
後
期

　

基
本
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

●
意
見
を
提
出
で
き
る
方

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方(

個
人
、

　

団
体
を
問
い
ま
せ
ん)

・
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
中
の
方

・
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す
る
方

　

ま
た
は
そ
の
他
の
団
体

・
市
に
納
税
義
務
の
あ
る
方

・
今
回
の
計
画
案
に
利
害
関
係
の
あ
る
方

●
計
画
案
の
公
表
お
よ
び
閲
覧
方
法

　

左
記
の
ご
意
見
の
提
出
期
間
中
、
次
の

　

い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
計
画
案
を
閲

　

覧
ま
た
は
入
手
で
き
ま
す
。

《
閲
覧
・
入
手
》

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.

　
　

tochigi.jp

・
政
策
推
進
課(

大
田
原
地
域
職
業
訓
練

　

セ
ン
タ
ー
内)

・
湯
津
上
支
所

・
黒
羽
支
所

・
各
地
区
公
民
館

※

閲
覧
受
付
は
、
土
日
・
祝
日
を
除
く
午

　

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
提
出
期
間

　

10
月
25
日(

火)

〜
11
月
15
日(

火)
※

郵
便
の
場
合
は
11
月
15
日(

火)

ま
で
の

　

消
印
有
効

●
提
出
方
法

　

所
定
の
意
見
書
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、

　

連
絡
先
を
明
記
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ

　

か
の
方
法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
郵
便

②
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

③
電
子
メ
ー
ル

④
計
画
案
の
閲
覧
場
所
の
窓
口
へ
直
接
提

　

出

※

電
話
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

　

承
願
い
ま
す
。

●
意
見
の
取
り
扱
い

・
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
内
容
に

　

つ
い
て
検
討
し
、
こ
れ
に
対
す
る
市
の

　

考
え
方
を
後
日
公
表
し
ま
す
。

・
個
々
の
ご
意
見
に
対
し
て
直
接
、
個
別

　

の
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
意
見
公
募
結
果
の
公
表
に
あ
た
っ
て
は
、

　

ご
意
見
提
出
者
の
氏
名
そ
の
他
の
個
人

　

情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

●「

大
田
原
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

　
案
」
の
項
目

第
１
編　

総
論

・
計
画
の
目
的

・
計
画
の
構
成
と
期
間

・
基
本
構
想
の
概
要

・
大
田
原
市
の
概
況

・
市
民
意
識
と
期
待

第
２
編　

基
本
計
画

・
将
来
フ
レ
ー
ム

・
重
点
テ
ー
マ

・
分
野
別
計
画

①
明
日
に
伝
え
る
文
化
と
学
び
の
ま
ち
へ

②
健
康
と
生
き
が
い
に
満
ち
た
福
祉
と
医

　

療
の
ま
ち
へ

③
自
然
と
共
生
し
て
い
く
ま
ち
へ

④
活
力
み
な
ぎ
る
豊
か
な
産
業
の
ま
ち
へ

⑤
人
に
や
さ
し
い
快
適
な
ま
ち
へ

⑥
安
全
・
安
心
で
市
民
活
動
が
い
き
づ
く

　

ま
ち
へ

⑦
健
全
な
自
治
体
経
営
の
ま
ち
へ

■
意
見
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
政
策
企
画
係(

大
田
原
地

　

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
内)

　
　

〒
３
２
４‐

８
６
４
１

　
　

大
田
原
市
本
町
１‐

４‐

１

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
１

　
　
　

(

２
３)

８
７
４
８

　
　
　

seisakusuishin@
city.ohtaw

ara.

　
　
　

tochigi.jp

　

市
の
基
本
的
な
計
画
な
ど
の
策
定

に
あ
た
っ
て
、
そ
の
計
画
の
趣
旨
、

目
的
、
内
容
、
そ
の
他
必
要
な
事
項

を
市
民
の
皆
様
に
公
表
し
、
広
く
意

見
を
求
め
、
こ
れ
に
よ
り
提
出
さ
れ

た
意
見
を
十
分
に
考
慮
し
て
市
が
最

終
的
な
意
思
決
定
を
行
う
手
続
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

意
見
公
募
手
続
は
市
政
運
営
に
お

け
る
公
正
性
の
確
保
と
透
明
性
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様

の
市
政
参
画
を
促
進
し
、
市
民
の
皆

様
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

大
田
原
市
総
合
計
画
「
新
大
田
原
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」
後
期
基
本
計
画
案
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
広
く
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見(

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト)

を
募

集
し
ま
す
。

大
田
原
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
関
す
る

意
見(

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト)

を
募
集
し
ま
す

大
田
原
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
関
す
る

意
見(

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト)

を
募
集
し
ま
す

※

意
見
公
募(

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト)

　
手
続
と
は

※

意
見
公
募(

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト)

　
手
続
と
は
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○
ベ
ク
レ
ル（
Bq 

）と
は

　

放
射
線
を
出
す
単
位

・
１
ベ
ク
レ
ル（
Bq
）
＝
放
射
性
物
質
が

　

１
秒
間
に
１
個
壊
れ
て
、
そ
の
結
果
出

　

る
放
射
線
量

○
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
、
実
効
線
量
）と
は

　

体
内
に
取
り
込
ん
だ
放
射
性
物
質
の
影

　

響
の
大
き
さ
を
示
す
単
位

・
１
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）

・
１
／
1
0
0
0
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）

　
　

＝ 

１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト（
mSv
）

・
1
／
1
0
0
0
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト（
mSv
）

　
　

＝ 

１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト（
μSv
）

※
ベ
ク
レ
ル
は
放
射
線
の
強
さ
を
示
し
、

　

シ
ー
ベ
ル
ト
は
身
体
へ
の
影
響
力
の
大

　

き
さ
を
表
し
ま
す
。

●
自
然
か
ら
受
け
る
放
射
線

　

も
と
も
と
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
放

　

射
線
が
か
な
り
存
在
し
ま
す
。

・
宇
宙
か
ら
０
・
３
9
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年

・
食
品
か
ら
０
・
２
９
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年

・
呼
吸
に
よ
り
１
・
２
６
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

　

ト
／
年

・
大
地
か
ら
０
・
４
８
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年

※
世
界
平
均
の
自
然
放
射
線
に
よ
る
年
間

　

線
量
は
、
約
２
・
４
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

※
日
本
平
均
で
は
、
年
間
約
１
・
５
ミ
リ

　

シ
ー
ベ
ル
ト

●
高
放
射
線
地
域
の
存
在
、
高
放
射
線
建

　
築
物
の
存
在

・
岩
石
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
影
響

　

の
た
め
に
、
高
放
射
線
地
域
が
存
在
し

　

ま
す
。

　

イ
ラ
ン
の
ラ
ム
サ
ー
ル（
平
均
１
０
・

　
　

２
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
）

　

イ
ン
ド
の
ケ
ラ
ラ
州（
平
均
３
・
８
ミ

　
　

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
）　

な
ど

・
高
地
は
放
射
線
量
が
多
い

　

米
国
の
デ
ン
バ
ー（
平
均
４
ミ
リ
シ
ー

　
　

ベ
ル
ト
／
年
）

※
高
放
射
線
地
域
に
住
む
人
々
の
健
康
被

　

害
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

※
欧
州
の
建
築
物
は
石
造
り
が
多
い
た
め
、

　

建
材
の
石
に
含
ま
れ
る
放
射
線
量
が
多

　

く
、
10
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
以
上
の

　

建
築
物
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
欧
州
で
は
既
存
家
庭
で
６
ミ
リ

　

シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
、
新
築
家
屋
で
３
ミ

　

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
以
下
に
す
る
よ
う

　

に
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。

○
放
射
性
物
質
の
動
き
は
ス
ギ
花
粉
と
同

　

じ
で
す
。

○
３
月
中
旬
に
は
多
量
の
放
射
性
物
質
が

　

降
り
積
も
り
ま
し
た
。

○
現
在
、
放
射
線
は
原
発
か
ら
ほ
と
ん
ど

　

放
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
地
面
に
落
ち

　

て
い
る
だ
け
で
す
。

　

そ
れ
も
徐
々
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

●
校
庭
・
園
庭
の
状
況

・
小
中
学
校
の
校
庭
や
保
育
園
の
園
庭
な

　

ど
で
は
、
今
年
の
５
月
中
旬
の
段
階
で

　

１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
を
超
え

　

る
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
放
射
線
量
は
、
そ
の
後
も
少
し
ず
つ
減

　

少
し
て
い
ま
す
。

・
現
在
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
は
安

　

定
し
て
お
り
、
新
た
な
放
射
性
物
質
は

　

ほ
と
ん
ど
放
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

・
現
時
点
で
、
大
田
原
市
の
リ
ス
ク
は
非

　

常
に
少
な
い
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
18
日（
木
）、
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
市
主
催
に
よ
る
「
放
射
線
に
関
す

る
講
演
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

放
射
線
へ
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、「
大
田
原
市
の
放
射
線
リ

ス
ク
と
そ
の
対
応
」と
題
し
て
、
吉
成
小
児
科
医
院（
新
富
町
２
）院
長
の
吉
成
仁
見

先
生
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
放
射
線
に
関
す
る
講
演
会
」
の
講
演
内
容

「
放
射
線
に
関
す
る
講
演
会
」
の
講
演
内
容

大
田
原
市
の
放
射
線
の
状
況

放
射
線
に
つ
い
て
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●
放
射
線
防
護
研
究

　

１
９
４
５
年
、
広
島
、
長
崎
の
被
爆
者

　

12
万
人
の
疫
学
調
査
開
始
。
そ
の
後
、

　

数
千
以
上
の
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
て

　

い
ま
す
。

　

現
在
、
学
問
的
に
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ

　

を
公
表
し
て
い
る
の
は
、
以
下
の
３
機

　

関
の
み
で
す
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ（
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
）

・
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ（
原
子
放
射
線
の
影

　

響
に
関
す
る
国
連
科
学
委
員
会
）

・
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ（
国
際
原
子
力
機
関
）

●
60
年
以
上
の
放
射
線
防
護
研
究
で
わ
か

　
っ
た
こ
と

・
一
定
量（
１
シ
ー
ベ
ル
ト
）以
上
の
高

　

放
射
線
を
一
度
に
浴
び
る
と
確
実
に
放

　

射
線
障
害
が
出
ま
す
。

・
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト（
累
積
）以
下

　

で
は
胎
児
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
と

　

が
ん
リ
ス
ク
が
増
加
し
ま
す
。

●
低
線
量
被
ば
く
の
リ
ス
ク

○
広
島
、
長
崎
の
原
爆
被
害
者
に
対
す
る

　

疫
学
研
究
か
ら
、
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ

　

ル
ト
以
上
で
が
ん
リ
ス
ク
は
増
加
す
る
。

（
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
つ
き
、

　

０
・
５
％
増
加
）

　
　
　

←

　

１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
で
は
、

　

健
康
影
響
は
検
証
で
き
な
い
く
ら
い
小

　

さ
い
。

○
急
性
被
ば
く（
原
爆
な
ど
に
よ
っ
て
一

　

挙
に
多
量
の
放
射
線
を
浴
び
る
）に
比

　

べ
て
、
慢
性
被
ば
く（
今
回
の
原
発
事

　

故
）
の
リ
ス
ク
は
１
／
２ 

〜 

１
／
10
と

　

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
国
連
科
学
委

　

員
会
）

○
人
の
身
体
に
は
、
放
射
線
の
影
響
を
回

　

避
す
る
次
の
機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

・
放
射
線
を
浴
び
た
結
果
生
じ
る
活
性
酸

　

素
を
除
去
す
る
機
能

・
Ｄ
Ｎ
Ａ
損
傷
を
修
復
す
る
機
能

・
細
胞
の
突
然
変
異
に
よ
る
潜
在
的
が
ん

　

細
胞
を
処
理
す
る
ア
ポ
ト
ー
シ
ス（
細

　

胞
自
死
）

・
が
ん
化
し
た
細
胞
を
処
理
す
る
免
疫
機

　

能（
Ｎ
Ｋ
細
胞
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー

　

細
胞
）

○
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
の
リ
ス
ク

　

は
科
学
的
に
は
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

←

　

被
ば
く
に
対
す
る
国
際
的
な
基
準
は
十

　

分
に
安
全
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
放
射
線
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
安
全
、
安
全
と
い
く
ら
言
っ
て
も
、
決

　

し
て
安
心
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

・
国
が
責
任
を
も
っ
て
、
確
か
な
情
報
を

　

伝
え
続
け
る
こ
と
が
重
要
。

　
　
　

←

　

判
断
す
る
の
は
国
民

・
国
民
の
懸
念
に
対
し
て
、
そ
の
た
び
に

　

丁
寧
に
説
明
す
る
。

・
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
に
、
迅

　

速
に
対
応
す
る
。

●
内
部
被
ば
く
に
つ
い
て

　

次
の
２
点
が
重
要
で
す
。

・
飲
み
水
、
食
品
の
検
査
体
制
を
確
立
す

　

る
こ
と
。

・
お
の
お
の
が
内
部
被
ば
く
を
最
小
化
す

　

る
よ
う
な
努
力
を
す
る
こ
と
。

●
内
部
被
ば
く
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

・
検
査
を
す
る（
行
政
）

・
皮
を
む
く（
個
人
）

・
洗
う（
個
人
）

・
煮
る（
個
人
）

●
安
心
を
得
る
た
め
に
、
今
、
何
を
し
た

　
ら
良
い
の
か
？

１　

地
域
の
放
射
線
量
測
定

２　

必
要
と
思
わ
れ
る
場
所
の
除
染

３　

飲
み
水
、
食
品
の
検
査
体
制
の
確
立

　

（
食
の
安
全
の
確
立
）

４　

食
品
の
調
理
・
加
工
の
工
夫

５　

必
要
な
情
報
の
提
供

　
　
　

←

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
だ
と
思
え
る
状

　

態
に
な
る
ま
で
、
市
民
の
安
心
に
つ
な

　

が
る
こ
と
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
健
康
政
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
４

　

市
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
は
、

国
で
示
し
た
基
準
に
達
し
て
い
な
い
状
況

に
あ
り
安
全
で
あ
る
と
の
考
え
は
あ
り
ま

す
が
、
放
射
線
量
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

市
民
の
方
も
い
る
こ
と
か
ら
、
自
治
会
を

対
象
と
し
て
、
簡
易
放
射
線
量
測
定
器
の

貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

●
貸
し
出
し
機
器

　
簡
易
型
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ

（
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ　

Ｐ
Ａ
／
１
０
０
０

　

Ｒ
ａ
ｄ
ｉ
）

●
貸
し
出
し
台
数

・
総
務
課　

２
台

・
湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課　

１
台

・
黒
羽
支
所
管
理
課　

１
台

●
貸
し
出
し
期
間
な
ど

　
１
日（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
）

　

を
単
位
と
し
て
、
自
治
会
長
の
申
請
に

　

よ
り
貸
し
出
し
ま
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
の
貸
し
出
し
も
可
。

※
日
を
連
続
し
て
の
貸
し
出
し
は
不
可
。

●
申
請（
予
約
）方
法

　
月
曜
日
〜
金
曜
日（
休
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

総
務
課
、
湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課
ま

　

た
は
黒
羽
支
所
管
理
課
に
直
接
ま
た
は

　

電
話
で
申
請
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

　
　
　
（
２
３
）８
８
８
９

　

湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課

　
　
　
（
９
８
）２
１
１
１

　

黒
羽
支
所
管
理
課

　
　
　
（
５
４
）１
１
１
１

放
射
線
防
護
の
考
え
方

今
、
何
を
し
た
ら
良
い
の
か

ま
と
め

放
射
線
量
測
定
器
の
貸
し
出
し
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一
般
会
計
等
に
お
い
て
歳
入
が
歳
出
に

不
足
す
る
場
合
に
、
こ
の
不
足
額
（
赤
字

額
）の
標
準
財
政
規
模（
※
）に
対
す
る
比

率
で
あ
り
、
財
政
運
営
の
悪
化
の
度
合
い

を
示
す
も
の
。

　

公
営
企
業
会
計
を
含
む
全
会
計
の
歳
入

不
足
額
（
赤
字
額
）の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
あ
り
、
市
全
体
の
財
政
運

営
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
も
の
。

　

一
般
会
計
等
の
公
債
費
等（
借
入
金
の

返
済
等
）の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比

率（
過
去
３
カ
年
の
平
均
）で
あ
り
、
公
債

費
へ
の
財
政
負
担
と
資
金
繰
り
の
程
度
を

示
す
も
の
。

　

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質

的
な
負
債（
借
金
の
残
高
等
）の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
あ
り
、
将
来
財

政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度
合
い
を
示
す

も
の
。

　

上
水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
会
計
に

お
い
て
資
金
不
足
の
場
合
に
、
こ
の
不
足

額
の
当
該
事
業
の
規
模
に
対
す
る
比
率
で

あ
り
、
経
営
状
態
の
悪
化
の
度
合
い
を
示

す
も
の
。

　

地
方
公
共
団
体
に
は
議
会
費
、
総
務
費
、

民
生
費
、
土
木
費
、
教
育
費
な
ど
の
基
本

的
経
費
が
計
上
さ
れ
る
「
一
般
会
計
」と
、

国
民
健
康
保
険
事
業
や
上
水
道
事
業
、
下

水
道
事
業
な
ど
の
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
の
「
特
別
会
計
」が
あ
り
ま
す
。
健
全

化
判
断
比
率
の
算
出
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て

の
会
計
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
、
大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
、
栃
木

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
な
ど
、
市

が
負
担
金
や
補
助
金
を
支
出
し
た
団
体
等

も
比
率
算
出
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率

お
よ
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
、
歳

出
に
対
し
て
歳
入
が
不
足
す
る
会
計
が
な

か
っ
た
た
め
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率
に

つ
い
て
は
、
大
規
模
な
建
設
事
業
の
た
め

に
借
入
れ
た
借
入
金
の
返
済
ま
た
は
残
高

が
増
加
し
た
も
の
の
、
普
通
交
付
税
の
増

加
や
基
金
の
積
み
立
て
に
よ
っ
て
、
返
済

ま
た
は
残
高
に
対
す
る
実
質
的
な
負
担
額

は
減
少
し
て
お
り
、両
比
率
と
も
昨
年
度
と

の
比
較
で
下
降
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※「
標
準
財
政
規
模
」

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
財
源（
市

　

税
、
普
通
交
付
税
、
譲
与
税
等
）の

　

標
準
的
な
大
き
さ
を
示
す
指
標
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
収
入
で
い
え
ば
、

　
「
所
定
内
給
与
」に
あ
た
る
も
の
。

本
市
財
政
の
「
健
全
化
判
断
比
率
」
の
公
表

本
市
財
政
の
「
健
全
化
判
断
比
率
」
の
公
表

■ 

算
出
・
公
表
す
る
比
率

■ 

対
象
と
な
る
会
計

① 

実
質
赤
字
比
率

② 

連
結
実
質
赤
字
比
率

③ 

実
質
公
債
費
比
率

④ 

将
来
負
担
比
率

⑤ 

資
金
不
足
比
率

■ 

平
成
22
年
度
の
結
果

平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く

平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く

　

平
成
21
年
４
月
に
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」が
全

面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
が
健
全
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

指
数
と
し
て
の
「
健
全
化
判
断
比
率
等
」を
算
出
し
、
監
査
委
員
の
審
査
を
経
て

議
会
へ
の
報
告
や
住
民
に
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
比
率
が
地
方
公
共
団
体
ご
と
の
財
政
規
模
か
ら
算
出
す
る
基
準
値
を
超

え
た
場
合
は
、
財
政
状
況
が
健
全
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
に

は
早
急
に
改
善
策
を
講
じ
て
、
財
政
が
破
た
ん
す
る
前
に
健
全
化
を
図
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
「
健
全
化
判
断
比
率
等
」

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
連結実質赤字比率

―

―

17.53％

35.00％

早期健全化基準

財政再生基準

経営健全化基準

平成22年度

平成21年度

①
実質赤字比率

―

―

12.53％

20.00％

③
実質公債費比率

12.6％

13.2％

25.0％

35.0％

④
将来負担比率

91.6％

110.3％

350.0％

⑤
資金不足比率

―

―

20.0％

※実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率は赤字や資金不足ではないため「－」で表示しています。

大田原市

区　　分

【 平成22年度決算に基づく健全化判断比率と資金不足比率 】
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健
全
化
判
断
比
率
か
ら
判
断
さ
れ
る
本

市
の
平
成
22
年
度
末
の
財
政
状
況
は
、
こ

の
法
律
の
定
め
る
「
早
期
健
全
化
基
準
」

を
大
き
く
下
回
り
、「
健
全
段
階
」で
あ
り

ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
、
法
人
市
民
税
等
の
減
少
を
見

込
ま
ざ
る
を
得
な
い
一
方
で
、
大
田
原
赤

十
字
病
院
建
設
費
補
助
事
業
や
中
心
市
街

地
再
開
発
事
業
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

公
共
施
設
な
ど
の
災
害
復
旧
事
業
な
ど
の

大
型
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
歳
出
予
算
の

増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
景

気
は
足
踏
み
状
態
に
あ
り
失
業
率
が
高
水

準
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
保
護
費
は
増

加
し
、
医
療
扶
助
費
も
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
、
今
後
は

比
率
の
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
今
後
も
現
在
の
状
況
を
維
持

し
つ
つ
も
、
一
層
の
財
政
健
全
化
に
取
り

組
み
、
よ
り
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課
財
政
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
９
７

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
様
に

笑
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

日
常
生
活
の
中
に
笑
い
が
あ

ふ
れ
る
幸
せ
度
の
高
い
ま
ち
大
田
原
を
目

指
し
、「
お
笑
い
健
康
づ
く
り
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
後
期
の
事
業
と
し
て
、
11
月
か

ら
、「
後
期
お
笑
い
健
康
講
座
」（
全
９
回
）、

「
お
笑
い
健
康
ラ
イ
ブ
」（
全
３
回
）の
２
つ

を
実
施
し
ま
す
。

　

笑
い
に
興
味
を
持
つ
市
民
の
皆
様
や
、

医
療
・
福
祉
の
現
場
で
笑
い
を
活
用
し
た

い
と
考
え
る
関
係
者
の
皆
様
に
受
講
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
期
　
日

　
11
月
25
日
、
12
月
２
日
・
９
日

　

平
成
24
年
１
月
13
日
・
20
日
・
27
日

　

２
月
３
日
・
10
日
・
17
日

　

い
ず
れ
も
金
曜
日
、
全
９
回

●
時
　
間　

午
後
７
時
〜
９
時

●
場
　
所　

大
田
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　

タ
ー
１
０
１
研
修
室

●
内
　
容

①
プ
ロ
の
ネ
タ
を
見
る
観
客
タ
イ
ム（
30
分
）

②
実
践
タ
イ
ム（
60
分
）

・
講
座
の
目
的
、
進
め
方
、
あ
い
う
え
お

　

作
文

・
基
礎
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
瞬
発
力
・
ア

　

ド
リ
ブ
）

・
物
ボ
ケ
、
表
現
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
基
礎
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
ジ
ェ
ス
チ
ャ

　

ー
・
も
の
ま
ね
）

・
１
分
ネ
タ
実
践

・
ア
ド
リ
ブ
・
コ
ン
ト

・
ト
ー
ク
の
練
習
・
集
団
ト
ー
ク

・
す
べ
ら
な
い
一
人
ト
ー
ク
の
練
習

・
自
己
ネ
タ
披
露

・
お
笑
い
健
康
ラ
イ
ブ
に
向
け
て
の
練
習

　

な
ど

③
歓
談
タ
イ
ム（
30
分
）

●
受
講
資
格

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
あ
る
事
業
所

　

へ
の
勤
務
者
を
優
先

●
募
集
定
員

・
一
般
市
民
の
方　

20
名

・
医
療
福
祉
関
係
者　

10
名

※
応
募
者
が
定
員
総
数
を
上
回
っ
た
場
合

　

は
抽
選
。

●
募
集
期
間

　

10
月
17
日（
月
）〜
11
月
４
日（
金
）、

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

●
申
込
方
法

　

行
政
経
営
課
行
政
経
営
係
に
あ
る
所
定

　

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

　

え
申
し
込
み
。

●
受
講
料　

無
料

　

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
笑
い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

●
期
　
日

　

12
月
18
日

　

平
成
24
年
１
月
29
日
・
２
月
26
日

　

い
ず
れ
も
日
曜
日

●
時
　
間

　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時（
予
定
）

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
内
　
容　

お
笑
い
芸
人
３
組
程
度
と
受

　

講
者
が
出
演

■
問
い
合
わ
せ

　

行
政
経
営
課
行
政
経
営
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
６
６

今
後
の
事
業
予
定

「
お
笑
い
健
康
ラ
イ
ブ
」

「
お
笑
い
健
康
講
座
」

　
後
期
受
講
生
募
集

笑
っ
て
ま
す
ま
す
健
康
に

「
お
笑
い
健
康
づ
く
り
事
業
」後
期

■ 

今
後
の
財
政
運
営

① 指標の公表
② 健全化の維持

① 財政健全化計画の策定（議会の議決、公
　 表、策定にあたり外部監査を受ける）
② 上記計画の実施状況を議会へ報告、公表
③ 早期健全化が著しく困難と認められる場
　 合は、国、県からの勧告がある

① 財政再生計画の策定（議会の議決、公表、
　 策定にあたり外部監査を受ける）
② 公共事業の財源としての地方債（借入金）
　 を起こすことが制限されることがある
③ 当該計画を推進するための特別な地方債
　 起こすことが可能となる
④ 財政運営が当該計画と適合しない場合は、
　 国、県からの勧告がある

早期健全化段階

健　全　段　階

財政再生段階

判断区分と取り組み内容判断区分と取り組み内容
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２
０
０
５
年
に
初
め
て
人
口
が
減
少
に

転
じ
た
日
本
は
、
今
後
も
こ
の
傾
向
が
続

き
、
毎
年
静
岡
市
の
人
口
と
ほ
ぼ
同
じ
74

万
人
が
減
り
続
け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
戦
後
に
つ
く
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
や
仕
組
み
は
、
人
口
は
増
え
る
も

の
と
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

大
き
く
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
な
傾
向
と
同
様
に
大
田
原
市
も

例
外
で
は
な
く
、
市
内
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
数
は
、
ピ
ー
ク
時
の
1
万
１
０
０
９

人（
昭
和
63
年
＝
1
9
8
7
年
‥
旧
３
市

町
村
の
合
計
数
）か
ら
６
２
７
２
人（
平

成
23
年
４
月
13
日
現
在
）に
ま
で
減
少
し

て
お
り
、
学
校
の
運
営
に
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

 

今
後
も
こ
の
傾
向
が
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
中
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
と

い
う
視
点
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
の
あ

り
方
に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
考

え
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　

第
１
回
は
、
検
討
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ

た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
７
月
に
小
中
学
校
の
適
正
規

模
・
適
正
配
置
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方

と
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
、「
大
田
原
市
小
中
学
校
適
正
配
置
検

討
委
員
会
」（
※
）を
設
置
し
、
今
年
３
月

に
提
言
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
一
定
規
模
の
集
団
の
中

で
学
び
生
活
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
よ

り
教
育
的
効
果
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
、
円

滑
な
学
校
運
営
を
行
う
た
め
に
は
あ
る
程

度
の
規
模
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
示

さ
れ
、
複
式
学
級
を
有
す
る
過
小
規
模
校

の
統
廃
合
と
大
規
模
校
の
通
学
区
域
の
変

更
が
具
体
的
な
方
策
と
し
て
提
言
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
提
言
の
大
き
な
柱
で
あ
る
複
式
学

級
を
有
す
る
「
過
小
規
模
校
」の
統
廃
合

に
つ
い
て
、
ま
ず
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
複
式
学
級
を
置
く
小

学
校
も
あ
れ
ば
、
児
童
数
が
１
０
０
０
名

を
超
え
る
小
学
校
も
あ
り
ま
す
が
、
市
内

全
小
学
校
23
校
の
う
ち
19
校
は
「
過
小
規

模
校
」
ま
た
は
「
小
規
模
校
」
で
あ
り
、

９
校
あ
る
中
学
校
に
つ
い
て
も
７
校
が

「
過
小
規
模
校
」
ま
た
は
「
小
規
模
校
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
中
学
校
全
32
校
を

対
象
と
し
た
再
編
整
備
を
考
え
る
検
討
委

員
会
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

※
文
部
科
学
省
は
、
小
中
学
校
共
通
で
学

　

級
数
に
よ
る
学
校
規
模
を
分
類
し
て
い

　

ま
す
。
学
級
数
が
１
〜
５
を
「
過
小
規

　

模
校
」、
６
〜
11
を
「
小
規
模
校
」、
12

　

〜
18
を
「
適
正
規
模
校
」な
ど
と
し
て

　

い
て
、
学
級
数
が
30
あ
る
西
原
小
は
「
大

　

規
模
校
」に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
保
護
者
の
皆
様
や
関
係
地
区

の
自
治
会
長
の
皆
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、

学
校
再
編
の
課
題
な
ど
を
考
え
て
み
る
こ

と
に
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の
小
中
学
校

の
再
編
整
備
を
検
討
す
る
委
員
会
を
設
置

し
ま
す
。
こ
の
委
員
会
は
、
小
中
学
校
お

よ
び
幼
稚
園
・
保
育
園
の
保
護
者
の
代
表

者
、
自
治
会
長
、
教
育
関
係
者
な
ど
で
組

織
す
る
予
定
で
す
が
、
委
員
の
う
ち
２
名

を
公
募
し
ま
す
。

　

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
ま
た

将
来
の
大
田
原
市
の
小
中
学
校
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
建
設
的
な
意
見
を
述
べ
た
い

と
お
考
え
の
方
は
、
次
に
よ
り
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

●
資
　
格

　
応
募
の
時
点
で
、
大
田
原
市
内
に
在
住

　

す
る
20
歳
以
上
の
方
で
、
市
議
会
議
員
、

　

市
職
員
で
な
い
方

●
申
込
方
法

　

氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

　

号
を
明
記
し
、
応
募
の
動
機
を
２
０
０

　

字
程
度
に
記
入
し
た
「
応
募
用
紙
」（
様

　

式
は
定
め
ま
せ
ん
。）を
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
教
育
総
務

　

課
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

●
締
切
日

　

10
月
31
日（
月
）　

必
着

●
選
　
考

　

６
名
の
教
育
委
員
で
選
考
し
ま
す
。
結
果

　

に
つ
い
て
は
全
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
教
育
委
員
会
事
務
局

　

教
育
総
務
課
学
校
再
編
整
備
担
当

　
　

〒
３
２
４
‐
０
４
９
２

　
　

大
田
原
市
湯
津
上
５
‐
１
０
８
１

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
１

　
　
　
（
９
８
）７
１
２
２

　
　
　

 soum
u-kyouiku@

city.

　
　
　

 ohtaw
ara.tochigi.jp

小
中
学
校
の
再
編
整
備 

①

小
中
学
校
の
再
編
整
備 

①

【 市内小中学校の児童生徒数の推移 】

小
中
学
校
の
再
編
整
備
を
検
討
す

る
委
員
を
募
集
し
ま
す

教
育
委
員
会
の
対
応

大
田
原
市
小
中
学
校
適
正
配
置

検
討
委
員
会

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000 中学校の生徒数

小学校の児童数

2010年2005年2000年1995年1990年1985年1980年1975年

人

※ 市町村合併以前は、旧３市町村の合計数

　

大
田
原
市
小
中
学
校
適
正
配
置
検
討

　

 

委
員
会

　

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
長
、
元
校
長
、

　

大
田
原
市
私
立
幼
稚
園
連
合
会
長
、
小

　

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
５
名
、
区
長
連
絡

　

協
議
会
長
他
３
名
、
大
田
原
市
教
育
会

　

長
他
５
名
、
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
長
、

　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
委
員
の
計
20
名

　

で
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

※
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往信 返信

【往信用表面】 【返信用表面】【返信用裏面】 【往信用裏面】

●日時　11月30日(水)  午後６時開演
●会場　那須野が原ハーモニーホール  大ホール
●出演　指　揮　新田ユリ
　　　　吹奏楽　東京佼成ウインドオーケストラ

※郵便往復はがきを開いた状態です往復はがき記載例

東京佼成ウインドオーケストラ

　
（
平
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

　
　
　

０
２
８（
６
３
４
）９
１
６
６

　

市
秘
書
課
広
報
広
聴
係

　
（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
０

３２４ - ８６４１
ご
自
分
の
住
所

　
ご
自
分
の
お
名
前

ご自分の
①郵便番号
②住所
③お名前
④電話番号

郵便番号

この面には何も
書かないでくだ
さい。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
と
大
田
原
市
で

は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐ 

Ｆ
Ｍ「
吹
奏
楽
の
ひ
び
き
」の

公
開
録
音
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
番
組
で
は
、
一
流
の
演
奏
者
に
よ
る

名
曲
の
数
々
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

　

観
覧
を
ご
希
望
の
方
は
次
の
要
領
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時　

11
月
30
日
(水
）

　

開
場　

午
後
５
時

　

開
演　

午
後
６
時

　

終
演　

午
後
８
時
予
定

●
場
　
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

●
出
　
演　

  〈
指　

揮
〉　

新
田
ユ
リ

  〈
吹
奏
楽
〉　

東
京
佼
成
ウ
イ
ン
ド
オ
ー

　

ケ
ス
ト
ラ

●
曲
　
目

○
序
曲
「
バ
ラ
の
謝
肉
祭
」

　
（
ジ
ョ
セ
フ
・
オ
リ
ヴ
ァ
ド
ー
テ
ィ
）

○
マ
ル
コ
ム
・
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ヴ
ァ
リ

　

エ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　
（
マ
ー
テ
ィ
ン
・
エ
レ
ビ
ー
）

○
雲
の
変
容

　
（
北
爪　

道
夫
）

○
組
曲
「
展
覧
会
の
絵
」

　
（
モ
デ
ス
ト
・
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
／

　

  

中
橋　

愛
生
）

●
申
込
方
法

　

郵
便
往
復
は
が
き
(私
製
を
除
く
）の

　

往
信
用
裏
面
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・

　

名
前
・
電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面

　

に
郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前
を
書
い

　

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
下
段
記

　

載
例
参
照
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
、
当

　

選
し
た
方
に
１
枚
で
２
名
様
ま
で
の
入

　

場
が
可
能
な
入
場
整
理
券
を
お
送
り
し

　

ま
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
郵
便
往
復
は
が
き
以
外
で
の
応
募
や
、

　

記
入
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
無
効
と

　

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
抽

　

選
結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

　

番
組
や
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
、
受
信
料

　

の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
先

　

〒
３
２
４
‐
８
６
４
１

　

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

　

大
田
原
市
総
合
政
策
部
秘
書
課

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ　

吹
奏
楽
の
ひ
び
き
」係

●
締
め
切
り

　

11
月
10
日
(木
)必
着

●
放
送
予
定　

未
定

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局

ＮＨＫ-ＦＭ
公開録音
ＮＨＫ-ＦＭ
公開録音

「吹奏楽のひびき」
観覧者募集

「吹奏楽のひびき」
観覧者募集

…………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
吹
奏
楽
の

  

ひ
び
き
」係

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

大
田
原
市
総
合
政
策
部
秘
書
課

指揮　新田  ユリ
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「
小
学
生
」「
中
学
生
」「
一
般
」の
各
部
門

に
お
い
て
、次
の
方
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
最
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
朗

読
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
最
優
秀
賞（
小
学
生
の
部
）

　
「
あ
い
さ
つ
」

　
　

片
田
小　
　
　

５
年　

齋
藤　

崇
大

○
最
優
秀
賞（
中
学
生
の
部
）

　
「
文
化
を
受
け
継
ぐ
」

　
　

野
崎
中　
　

３
年　

沼
野
井
万
希
子

○
優
秀
賞（
小
学
生
の
部
）

　
「
商
店
街
の
あ
る
大
田
原
市
」

　
　

大
田
原
小　
　

５
年　

室
井
那
菜
子

　
「
お
父
さ
ん
の
仕
事
」

　
　

西
原
小　
　
　

３
年　

山
口　

璃
子

　
「
古
人
の
思
い
を
引
き
継
ぐ
一
人
に
」

　
　

親
園
小　
　
　

６
年　

齋
藤　

優
季

　
「
与
一
武
者
行
列
に
参
加
し
て
」

　
　

宇
田
川
小　
　

６
年　

大
野　

瑞
己

　
「
小
さ
な
親
切
を
広
げ
て
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

湯
津
上
小　
　

６
年　

池
澤　

璃
茄

　
「
大
好
き
な
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

　
　

蛭
田
小　
　
　

４
年　

石
山　

琴
音

　
「
ご
み
の
な
い
環
境
を
願
っ
て
」

　
　

須
賀
川
小　
　

６
年　

川
嶋　

龍
雄

○
優
秀
賞（
中
学
生
の
部
）

　
「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
」

　
　

若
草
中　
　
　

３
年　

山
口　

風
花

　
「
剣
道
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

　
　

金
田
北
中　
　

３
年　

小
林　

成
実

　
「
私
た
ち
の
ま
ち
」

　
　

金
田
南
中　
　

３
年　

阿
久
津
和
葉

　
「
働
く
と
い
う
こ
と
」

　
　

黒
羽
中　
　
　

３
年　

石
戸　

香
帆

○
優
秀
賞（
一
般
の
部
）

　
「
変
わ
り
い
く
大
田
原
市
の
自
然
環
境
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
久
津
正
弘

  【
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
部
】

○
最
優
秀
賞

　

寺
町
自
治
公
民
館（
大
田
原
東
）

○
優
秀
賞

　

経
塚
自
治
会（
大
田
原
西
）

　

市
民
の
皆
様
に
市
民
憲
章
を
正
し
く
理
解
し
、
｢明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
精
神
｣を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
第

24
回
市
民
憲
章
推
進
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

 

市
民
憲
章
は
｢緑
と
光
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
平
和
な
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
｣を
推
進
す
る
た
め
、
大
田
原
市
民
の
｢道
し
る
べ
｣と
し

て
昭
和
49
年
11
月
１
日
に
制
定
し
た
も
の
で
す
。

　

大
会
で
は
、
市
民
憲
章
に
関
す
る
作
文
の
表
彰
お
よ
び
最
優
秀

作
品
の
朗
読
、
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
の
ほ
か
、
｢夢
を
あ

き
ら
め
な
い
｣と
題
し
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
、
石
黒
由
美
子
氏
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
に

市
民
憲
章
推
進
大
会
に
ご
参
加
を

市民憲章推進大会日程

　
　
大
田
原
市
民
憲
章

一 

わ
た
し
た
ち
は

　
　
自
然
を
愛
し
　
環
境
を
と
と
の
え

　
　
　
大
田
原
を
美
し
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一 

わ
た
し
た
ち
は

　
　
歴
史
と
伝
統
を
生
か
し
　
よ
い
風
習
を
そ
だ
て

　
　
　
大
田
原
を
文
化
の
高
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一 

わ
た
し
た
ち
は

　
　
心
身
を
き
た
え
　
仕
事
に
は
げ
み

　
　
　
大
田
原
を
豊
か
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一 

わ
た
し
た
ち
は

　
　
若
い
力
を
そ
だ
て
　
と
し
よ
り
を
う
や
ま
い

　
　
　
大
田
原
を
明
る
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一 

わ
た
し
た
ち
は

　
　
き
ま
り
を
守
り
　
な
ご
や
か
な
家
庭
を
つ
く
り

　
　
　
大
田
原
を
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

10 月 29 日（土）
市総合文化会館

市
民
憲
章
に
関
す
る
作
文
の
表
彰

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

●日　時　10 月 29 日（土）　　　午後１時～４時
●場　所　市総合文化会館ホール
●内　容
・開会行事　　　　　　　　　　午後１時 00 分～１時 10 分
・審査結果報告　　　　　　　　午後１時 10 分～１時 20 分
・市民憲章に関する作文の表彰　午後１時 20 分～１時 40 分
・花いっぱいコンクール表彰
　緑化顕彰作文発表　　　　　　午後１時 40 分～１時 50 分
・海外派遣生徒体験発表　　　　午後１時 50 分～２時 10 分
・講演会　　　　　　　　　　　午後２時 20 分～３時 50 分
・閉会行事　　　　　　　　　　午後３時 50 分～４時 00 分
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  【
花
壇
の
部
】

○
最
優
秀
賞

　

深
川
自
治
公
民
館（
大
田
原
西
）

○
優
秀
賞

　

明
宿
自
治
公
民
館（
金
田
北
）

　

久
野
又
自
治
公
民
館（
西
郷
）

　

須
賀
川
下
自
治
公
民
館（
須
賀
川
）

  【
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
部
】

○
最
優
秀
賞

　

浅
野
自
治
公
民
館（
大
田
原
西
）

○
優
秀
賞

　

寺
宿
自
治
公
民
館（
両
郷
）

  【
家
庭
緑
化
の
部
】

○
最
優
秀
賞　

野
崎
政
利（
蛭
田
）

○
優
秀
賞　
　

佐
藤
鉄
雄（
滝
沢
）

○
優
秀
賞　
　

佐
藤
勇
美（
川
上
）

  【
団
体
等
緑
化
の
部
】

○
最
優
秀
賞　

親
園
小
学
校

  【
企
業
等
緑
化
の
部
】

○
最
優
秀
賞

　

日
本
フ
ェ
ル
ト
株
式
会
社
栃
木
工
場　

　
（
寒
井
）

  【
部
門
外
】

○
審
査
員
特
別
賞

　

古
森　

幸
一（
湯
津
上
）

○
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
派
遣
中
学
生

○
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
市
派
遣
高
校
生

○
演　

題

　

〜 

夢
を
あ
き
ら
め
な
い
〜

○
講　

師

　

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ

　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

　

石
黒　

由
美
子　

氏

■
問
い
合
わ
せ

　

中
央
公
民
館
公
民
館
係

　
　
　
（
９
８
）７
０
８
０

●
日
　
時　

11
月
13
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
場
　
所

・
那
珂
川
河
川
公
園（
メ
イ
ン
会
場
）

・
黒
羽
商
工
会
館（
盆
栽
展
）

・
旧
黒
羽
中
学
校
体
育
館（
公
民
館
ま
つ

　

り
･文
化
祭
）

・
く
ら
し
の
館（
菊
花
展
）

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
Ｊ
Ａ
、森
林
組
合
、商
工
会
な
ど
、各
団
体

　

の
生
産
品
･製
品
な
ど
の
展
示
･即
売
会

・
ミ
ニ
上
棟
式
、
無
料
配
布
会
、
試
食
会
、

　

バ
ザ
ー
、手
作
り
品
即
売
会

・
黒
羽
地
区
公
民
館
ま
つ
り
、
黒
羽
地
区

　

文
化
祭
、児
童
生
徒
等
作
品
展
、菊
花
展
、

　

盆
栽
展

・
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
多
彩

●
駐
車
場　

那
珂
川
河
川
公
園
臨
時
駐
車

　

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
秋
ま
つ
り

　

実
行
委
員
会

　
　

黒
羽
商
工
会

　
　
　
（
５
４
）０
５
６
８

　
　

大
田
原
市
観
光
協
会

　
　
　
（
５
４
）１
１
１
０

　

バ
ス
で
、
市
内
の
紅
葉
の
名
所
を
散
策

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
　
時

　

11
月
19
日（
土
）※
小
雨
決
行

○
受
付　

午
前
９
時
30
分
か
ら

○
出
発　

午
前
10
時

○
到
着
・
解
散　

午
後
４
時
ご
ろ

●
集
合
場
所

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

●
募
集
定
員　

30
名

●
コ
ー
ス

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
↓
御
殿
山
公
園

　

↓
旧
浄
法
寺
邸（
昼
食
）↓
須
賀
川
小
学

　

校
か
ら
雲
巌
寺
ま
で
の
往
復
約
２
km
を 

　

歩
い
て
散
策
↓
道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
（
解
散
）

●
参
加
費

　

１
人　

１
５
０
０
円（
保
険
料
、昼
食
代
）

　

当
日
徴
収

●
そ
の
他

・
動
き
や
す
い
服
装
と
履
き
慣
れ
た
靴
で

　

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
雨
具
な
ど
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
方
法

・
10
月
20
日（
木
）か
ら
電
話
に
よ
る
受
付
を

　

開
始
、定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
観
光
協
会

　
　
　
（
５
４
）１
１
１
０

●
日
　
時　

10
月
23
日（
日
）

●
場
　
所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

●
内
　
容

　

農
産
物
直
売
所
会
員
に
よ
る
感
謝
祭
イ

　

ベ
ン
ト「
収
穫
祭
」

・
大
鍋
で
作
る「
い
も
煮
」

　
（
午
前
10
時
か
ら
無
料
で
配
布
）

・
ふ
か
し
い
も
、
や
き
そ
ば
、
つ
き
た
て
も

　

ち
の
販
売

・
新
米
の
無
料
配
布

・
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
無
料
体
験（
子
ど
も
向

　

け
）な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
　
　
（
２
３
）８
６
４
１

緑
化
顕
彰
表
彰

講
　
演
　
会

海
外
派
遣
生
徒
体
験
発
表

深川自治公民館の花壇

石黒 由美子  氏

Let’s

芭
蕉
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
１

参
加
者
募
集

Let’s

芭
蕉
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
１

参
加
者
募
集

道
の
駅
「
収
穫
祭
」

道
の
駅
「
収
穫
祭
」

芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
秋
ま
つ
り

芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
秋
ま
つ
り
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●
期
　
日　

10
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

　

の
２
日
間

●
場
　
所　

県
北
体
育
館
、
美
原
公
園
、

　

Ｊ
Ａ
な
す
の
大
田
原
支
店

●
主
な
催
し
物　

左
表
の
と
お
り

●
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行　

両
日
と
も
市

　

内
循
環
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま

　

す
。
次
の
経
路
で
市
役
所
と
県
北
体
育

　

館
を
往
復
し
ま
す
。

・
市
役
所 

〜 

栃
銀
大
田
原
支
店 

〜 

大
田

　

原
信
金 

〜 

Ｊ
Ａ
な
す
の
大
田
原
支
店 

〜

　

県
北
体
育
館

・
佐
良
土
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー 

〜 

県
北

　

体
育
館

・
黒
羽
庁
舎 

〜 

県
北
体
育
館

●
そ
の
他　

詳
し
い
内
容
は
、
新
聞
折
り

　

込
み
ち
ら
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
産
業
文
化
祭
実
行
委
員
会

　

（
大
田
原
商
工
会
議
所
内
）

　
　
　
（
２
２
）２
２
７
３

　

こ
の
夏
、
ふ
れ
あ
い
の
丘
で
51
日
間
公

開
制
作
し
た
彫
刻
作
品
の
展
覧
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

芸
術
の
秋
で
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

●
期
　
日　

11
月
１
日(

火)

〜
14
日(

月)

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場
　
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

　

ー
ル

●
入
場
料　

無
料

●
展
示
作
品　

(

作
家
の
敬
称
略)

・
ペ
ク
・
ジ
ョ
ン
イ
ン

　

「VERY  G
O
O
D
  D
A
Y

」 

　

木
彫

・
日
原
公
大
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、
制
作
ア

　

シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
の
作
品
も
多
数
展
示
。

※
石
彫
作
品
は
市
内
公
共
施
設
な
ど
に
常
設

　

し
ま
す
。
設
置
場
所
案
内
図
は
那
須
野

　

が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
お
よ
び
那
須

　

与
一
伝
承
館
で
配
布
し
ま
す
。

・
ク
リ
ス
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン

　

「Reflected
  arran

g
em
en
t

」

・
明
地
信
之

　

「
く
じ
ら
」

・
上
田　

快

　

「
礎
」

■
問
い
合
わ
せ

　

文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
１
８

夢
・
未
来 

そ
し
て
郷
土
愛
’11

「
第
23
回 

与
一
の
里 

大
田
原
市
産
業
文
化
祭

夢
・
未
来 

そ
し
て
郷
土
愛
’11

「
第
23
回 

与
一
の
里 

大
田
原
市
産
業
文
化
祭

10
／
29
・
30

那
須
野
が
原
国
際
彫
刻
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム 

in 

大
田
原
２
０
１
１

展
覧
会

那
須
野
が
原
国
際
彫
刻
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム 

in 

大
田
原
２
０
１
１

展
覧
会

11
／
１
〜
14

●県北体育館メイン会場
　企業展、小中学校教育祭、各種団体・サークルの
　紹介コーナーなど
●県北体育館正面玄関前

主な催し物主な催し物

　
　
　
10月29日
　（土）
　
　
　

10月30日
　（日）
　
両日とも

●県北体育館内サブアリーナ

10月29日
　（土）
　
　
10月30日
　（日）
　

●屋外イベント（旧交通公園ほか）
10月29日
　（土）
　
両日とも　

●美原運動公園野球場
10月30日
　（日）

●ＪＡなすの大田原支店
10月30日
　（日）

  9:30～  9:50
  9:55～10:00
10:00～10:10
10:30～10:50
11:00～
11:30～12:00
13:00～13:20
14:30～15:00
10:00～10:40
13:00～13:40
　
10:00～16:00
　
　
10:40～11:20
14:00～16:00

11:00～11:20
11:30～12:00
13:30～13:50
14:00～14:30
　
　

10:00～16:00

10:00～16:00

10:00～15:00
　
　

10:00～16:00

開会式典
テープカット
オープニングファンファーレ(市民吹奏楽)
よさこい「夢楽咲四季舞」
米粉パン配布　※無くなり次第、終了
福原の餅つき唄
よさこい「夢楽咲四季舞」
福原の餅つき唄
与一太鼓演奏
与一太鼓演奏
　
大田原市菊花展
　
　
市民吹奏楽団
文化協会ステージ発表会

フラダンス発表会
海賊戦隊ゴーカイジャーショー
フラダンス発表会
海賊戦隊ゴーカイジャーショー
　
　

アマチュアバンド、ふれあい音楽会

エアーペンシル迷路、ボールのプール

ＪＡなすの ヘリコプター市内遊覧
　
　
地場産野菜の無料配布・即売、那須和牛の
試食、女性会・青年部による屋台コーナー
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「
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
祭
」
は
、
昭
和
63
年
か
ら
各
都
道
府
県

持
ち
回
り
方
式
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
一
大
祭
典
で
す
。

　

今
年
度
は
栃
木
県
が
会
場
と
な
り
、

「
ス
ポ
レ
ク
〝
エ
コ
と
ち
ぎ
〞
２
０
１

１
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
11
月
５
日
か
ら

８
日
ま
で
の
４
日
間
に
か
け
て
、
県
内
各

地
で
各
種
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

本
市
は
「
男
女
混
合
綱
引
」
の
会
場
と

な
っ
て
お
り
、
全
国
各
地
お
よ
び
韓
国
か

ら
合
計
38
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
す
。
大
会
当
日
は
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
地
元
特
産
品
の
販
売

な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
全
国
の
選
手
へ

の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

【男
女
混
合
綱
引
大
会
】

●
日
　
時　

11
月
６
日(

日)

・
７
日(

月)

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
場
　
所　

県
北
体
育
館

●
男
女
混
合
綱
引
競
技
に
つ
い
て

　

合
計
体
重
が
５
６
０
kg
以
下
の
20
歳
以

　

上
男
女
各
４
名
ず
つ
、
計
８
名
に
よ
り

　

競
技
を
行
い
ま
す
。
単
純
に
力
だ
け
が

　

勝
敗
を
左
右
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
ロ

　

ー
プ
を
引
く
タ
イ
ミ
ン
グ
や
相
手
チ
ー

　

ム
と
の
駆
け
引
き
が
重
要
な
ス
ポ
ー
ツ

　

で
す
。

●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
11
月
６
日(

日)

《
開
会
式
》

　

与
一
太
鼓
、
大
田
原
中
学
校
吹
奏
学
部

　

に
よ
る
演
奏

《
昼
休
み
》

　

城
鍬
舞

・
11
月
７
日(

月)

《
昼
休
み
》

　

福
原
餅
つ
き
唄

○
各
種
販
売

　

ス
ポ
レ
ク
グ
ッ
ズ
、
土
産
物
、
軽
食
な

　

ど(

県
北
体
育
館
正
面
入
口
前
「
交
流

　

広
場
」
で
実
施
し
ま
す)

●
会
場
周
辺
地
図

●
入
場
料
　
無
料

※

車
で
お
越
し
の
際
は
美
原
公
園
北
駐
車

　
場
も
し
く
は
南
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。
県
北
体
育
館
駐
車
場
は
一
般
の

　
方
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
そ
の
他

　

11
月
４
日(

金)

に
は
と
ち
ぎ
元
気
グ
ル

　

メ
選
手
権
が
栃
木
県
庁
県
民
広
場
な
ど

　

で
、
11
月
５
日(

土)

に
は
総
合
開
会
式

　

が
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
で
そ
れ
ぞ
れ

　

開
催
さ
れ
ま
す
。
大
田
原
市
の
特
産
品

　

も
出
展
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
も

　

ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
係

　
　
　

(

２
２)

８
０
１
７

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
で
は
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
倒
壊
し
た
建
物
の
現
地
調
査

を
行
い
、
滅
失
し
た
と
認
め
ら
れ
る
建
物

に
つ
い
て
は
、
登
記
官
が
職
権
に
よ
り
滅

失
登
記
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
現
地
調
査
等
に

お
い
て
、
お
話
を
伺
う
な
ど
の
ご
協
力
を

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
　
間　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

●
対
象
地
域　

栃
木
県
内
全
域

■
問
い
合
わ
せ

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

　
　
　

０
２
８(

６
２
３)

０
９
１
９

　

県
民
手
帳
の
販
売
は
、
大
田
原
市
役
所

(

大
田
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
行
政

経
営
課)

、
湯
津
上
支
所
、
黒
羽
支
所
、

両
郷
出
張
所
、
須
賀
川
出
張
所
、
市
内
各

書
店(

販
売
の
な
い
書
店
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い)

、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア(

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー

ソ
ン)

で
本
年
11
月
下
旬
よ
り
販
売
を
す

る
予
定
で
す
。

●
販
売
価
格

・
小
型
版(

12
・
４×

７
・
６
㎝)

　
　

４
０
０
円

・
大
型
判(

14
・
７×

８
・
９
㎝)

　
　

５
２
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

行
政
経
営
課
統
計
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
３
４

昨年行われたリハーサル大会

とちまるくん

本球場

市道大田原野崎線

美原公園
陸上競技場

一般観覧者
駐車場

市
営
プ
ー
ル

交通公園
跡地西原小学校

県北体育館

（男女混合綱引大会会場）

県北体育館

（男女混合綱引大会会場）

美原公園
テニスコート

交流広場
(各種販売、昼休みアト
ラクション会場)

P

一般観覧者
駐車場P

宇
都
宮
地
方
法
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

県
民
手
帳
の
販
売
に
つ
い
て

ス
ポ
レ
ク
〝
エ
コ
と
ち
ぎ
〞
２
０
１
１

「
男
女
混
合
綱
引
大
会
｣が
市
内
で
開
催

一般の方は
駐車できま
せん。

※関係者駐車場
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●
期
日
・
会
場

・
11
月
２
日（
水
）

　

大
田
原
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

大
田
原
市
浅
香
３
-３
５
７
８
-７
４
７

　
　
　
（
２
２
）６
６
２
１

・
11
月
９
日（
水
）

　

黒
磯
公
民
館（
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ

　

ン
タ
ー
内
）

　
　

那
須
塩
原
市
桜
町
１
‐
５

　
　
　

０
２
８
７（
６
０
）１
１
１
５

・
11
月
16
日（
水
）

　

矢
板
公
民
館

　
　

矢
板
市
矢
板
１
０
３
‐
１

　
　
　

０
２
８
７（
４
３
）０
４
６
９

●
時
　
間

　

各
会
場
と
も
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
（
昼
休
み
の
時
間
帯
も
相
談
に
応
じ
ま
す
）

●
内
　
容

　

土
地
、
建
物
・
金
銭
・
交
通
事
故
な
ど

　

民
事
に
関
す
る
問
題
、
夫
婦
・
親
子
・

　

相
続
・
戸
籍
な
ど
家
事
に
関
す
る
問
題

●
相
談
員

　

宇
都
宮
地
方
・
家
庭
裁
判
所
大
田
原
支

　

部
所
属
調
停
委
員

●
相
談
料
　
無
料

●
申
込
方
法

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。当
日

　

希
望
す
る
会
場
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

宇
都
宮
地
方
・
家
庭
裁
判
所
大
田
原
支
部

　
　
　
（
２
２
）２
１
１
２

行政相談委員が国の行政全般についての相談や意
見・要望を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　11 月 28 日（月）　午前 10 時～午後３時
　場所　大田原市福祉センター 
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　11 月２日（水）　午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　11 月 15 日（火）　午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館（黒羽庁舎２階）
　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ
　秘書課広報広聴係
　　　（２３)８７００

総合行政相談

秋の行政相談週間（10月17日（月）～23日（日））

弁護士が無料で相談に応じます。予約が必要です
ので、総務課文書法規係まで電話でご予約くださ
い。
　日時　11月24日（木）午後１時30分～４時
　場所　大田原市福祉センター
　申込　11月16日(水)～22日(火）午前８時30分
　　　　～午後５時15分(土・日・祝日除く）

市民無料法律相談
■予約・問い合わせ
　総務課文書法規係
　　　（２３)８８８９

遺言の公正証書、土地建物・金銭の貸借、離婚給
付、会社設立定款などについて、公証人が無料で
相談に応じます。予約が必要ですので、公証役場
まで電話でご予約ください。
　日時　11月24日（木）午前10時～正午
　場所　大田原市福祉センター
　申込　土・日・祝日除く午前９時～午後５時

■予約・問い合わせ
　大田原公証役場
　　　（２３)０６６６

公正証書(法律)
無料相談

交通事故における損害賠償や示談交渉などについ
ての相談を専門の相談員が受け付けます。
　日時　毎週水・金曜日 
　　　　午前９時～午後４時
　場所　栃木県庁那須庁舎内那須県民相談室

栃木県
交通事故相談

■問い合わせ
　交通事故相談用電話
　　　（２３)１５５６

人権擁護委員が名誉・信用の侵害、差別・いじめに
関する相談を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　11 月 21 日(月）午前９時 30 分～正午
　場所　大田原市福祉センター
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　11 月２日(水）午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　11 月 15 日（火）　午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館（黒羽庁舎２階）
　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ
　総務課総務防災係
　　　（２３)１１１１

人  権  相  談
●
11
月
の
相
談
の
窓
口

自殺予防いのちの電話フリーダイヤル

自殺予防相談（死にたい、死のうと思っている。
生きている意味など。また、周囲にこのような人
がいる時など。）
　日時　毎月10日  午前８時
　　　　　　　～11日  午前８時の24時間
　相談番号（フリーダイヤル）※通話料金無料
　　　　　　０１２０（７３８）５５６
■栃木いのちの電話相談（通常）※24時間365日
　　　０２８（６４３）７８３０

無
料
調
停
相
談
会
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国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
平
成
23
年

地
価
調
査
価
格（
平
成
23
年
７
月
１
日
時

点
）が
、
９
月
21
日
に
県
か
ら
発
表
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
市
17
地
点
の
そ

れ
ぞ
れ
の
基
準
地
の
地
価
は
、
左
表
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
の
平
均
価
格
は
１
㎡
あ
た
り

住
宅
地
で
１
万
９
０
８
５
円
、
商
業
地
で

３
万
４
３
２
５
円
で
す
。

　

ま
た
、
平
均
変
動
率
は
、
住
宅
地
で
４
・

３
％
の
減（
昨
年
３
・
７
％
減
）、
商
業
地

で
４
・
４
％
の
減（
昨
年
４
・
３
％
減
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
地
価
調
査
に
関
す
る
事
項
を
記

載
し
た
図
書
な
ど
は
、
都
市
計
画
課（
市
役

所
本
庁
舎
北
側
２
階
）で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

地
価
調
査
は
、
昭
和
50
年
か
ら
実
施
さ

れ
て
お
り
、
正
常
な
土
地
の
価
格
を
都
道

府
県
知
事
が
判
定
し
、
定
期
的
に
公
表
す

る
も
の
で
す
。

　

地
価
調
査
の
標
準
価
格
は
、
国
土
利
用

計
画
法
に
基
づ
く
土
地
取
引
の
規
制
に
お

け
る
土
地
価
格
算
定
の
基
準
と
さ
れ
る
と

と
も
に
、
地
価
公
示
の
公
示
価
格
と
一
体

と
な
っ
て
、
土
地
取
引
の
指
標
と
し
て
適

正
な
価
格
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

栃
木
県
で
は
、
基
準
地
と
し
て
宅
地（
宅

地
見
込
地
を
含
む
）が
４
５
９
地
点
、林
地

が
12
地
点
、
合
計
４
７
１
地
点
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
準
地
設
定
区
域
が
栃
木
県
全

域
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
地
価
公
示
の
調

査
対
象
区
域
外
の
地
域
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
１

●
日
　
時

　

10
月
25
日（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
所

　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
内
　
容

○
第
一
部（
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
25
分
）

・
内
容　

交
通
講
演
会

・
講
師　

大
田
原
警
察
署　

交
通
課
長

○
第
二
部（
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分
）

・
内
容　

コ
ン
サ
ー
ト

・
出
演　

ピ
ア
ニ
ス
ト　

曽
我
陽
子
さ
ん

●
参
加
費　

無
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平
成
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年

本
市
の
地
価
調
査
価
格

北金丸字古町1814番
元町1丁目786番5「元町1丁目8番22号」
薄葉字狩野2258番5
本町1丁目2701番124
蛭田字台ノ下1981番37
佐良土字天沼622番1
黒羽田町字南裏85番1の内
前田字郷前112番22
黒羽向町字上ノ台444番9
住吉町1丁目2510番61「住吉町1丁目8番17号」
美原1丁目3124番4「美原1丁目5番42号」
中央1丁目2239番1「中央1丁目1番29号」
佐良土字中宿872番1外
黒羽向町字下町102番2
上石上字東山1844番
羽田字長者平227番66
須賀川字梨ヶ作3930番

12,200(12,700)
28,700(30,600)
23,400(24,700)
29,200(31,100)
6,050(6,100)

10,500(10,700)
16,000(16,800)
11,100(11,300)
19,500(20,600)
34,200(36,600)
46,500(48,000)
45,000(48,200)
14,300(14,600)
31,500(33,500)
11,100(11,700)

970,000(1,040,000)
76,000(78,000)

基準地の１㎡あたり
の価格　（  ）は前年価格
単位：円

基準地の所在･地番･住居表示

工業地

平成 23 年大田原市における地価価格一覧

住　

宅　

地

商
業
地

林
地

基
準
値

※林地の基準単価は10ａあたりの価格
※この地価調査は、国土利用計画法施行令(昭和49年政令第387号)第９
　条の規定により、平成23年７月１日を基準日として実施したもので
　す。

交
通
講
演
会
＆
コ
ン
サ
ー
ト

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の

電
話
帳
を
配
達
・
回
収
し
ま
す
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■相談・問い合わせ
　健康政策課成人健康係
　　 （２３）７６０１

●糖尿病の検査項目の意味

　１９９７年に実施された糖尿病に関する厚生労働省の全国調査で成人7人に1人の割合で糖尿病また
は予備軍だったことが明らかになりました。しかも、治療を受けているのはその45％に過ぎず、糖尿
病を強く疑われる方のうち健診を受けていない方の93％が治療を受けていない状況でした。大田原市
でも約９０００人の糖尿病または予備軍の方がいると推測されます。
　そこで、このようにとても身近な糖尿病を予防するために、「糖尿病予防最前線」として６回シリ
ーズで掲載します。糖尿病について一緒に学んでいきましょう。

 平成22年度大田原市の集団健診の結果から、２人に１人は糖尿病の検査項目(HbA1c)が基準値を超
　えており糖尿病予備軍または糖尿病と考えられます。また、結果からは、HｂA1ｃが高くても空腹
　時血糖が正常という方も多いのが現状です。これは食後高血糖と言われる状態で動脈硬化をすす
　め、糖尿病の前兆と言われます。

●他人事ではない高血糖・糖尿病(大田原市の状況)

≪平成22年度集団健診結果 基準値を超えた検査項目と割合≫

≪平成22年度集団健診  糖尿病検査項目年齢別有所見の割合≫(基準値を超えた方の割合)

このように、年齢とともに糖尿病の検査項目が基準値を超えてしまう方が増加していきます。
糖尿病は年齢とも関係があるのです。

血　糖

HbA1c(ヘモグロビンエーワンシー)

尿　糖

・空腹時血糖：食後10時間以上の血液中の血糖の濃度を測定したもの。
　　　　　　　１００mg/dl以上は要注意です。
・随時血糖　：食事との関連を考えずに測定した血液中の血糖の濃度のこと。
　　　　　　　健康な方は食事をしたあとでも、１４０mg/dl以上になることはありません。

　赤血球の中のヘモグロビンが糖と結びついた量を測定したもの。
　過去1～２カ月の長期的な血糖の状態を反映します。５.２％以上は要注意です。

　尿に糖が出ているかの検査。健康な方では尿に糖はでません。
　尿糖＋以上で要注意です。
　個人差はありますが、血糖が１７０mg/dlを超えてくると尿に糖が出ると言われます。

Ｈ
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値
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60.0％
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20.0%
0.0%

女性 (年齢別 )
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ＨｂＡｌｃ
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〜
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歳
代
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代
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代

70
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代
以
上

60.0％

40.0%
20.0%
0.0%

男性 (年齢別 )
80.0％

ＨｂＡｌｃ
血　糖

「Ａ１ｃあなたを守る指標です」
★第１回  糖尿病予防最前線(全６回)★★第１回  糖尿病予防最前線(全６回)★

「Ａ１ｃあなたを守る指標です」
エー  ワン   シーエー  ワン   シー
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　　　 HbA1c５.１％以上または血糖値１００mg/dl以上になったことがある。
　　　 年齢が60歳を超えている。(年齢を重ねるとすい臓の機能が落ちます)
　　　 血縁者に糖尿病の方がいる。
　　　 血縁者に肥満・脳卒中・心臓病(狭心症・心筋梗塞)の方がいる。
　　　 20歳の時より体重が10％以上増えた。
　　　 甘い食べ物や飲み物、脂肪分を好んで食べる。
　　　 車が足代わり、または、運動習慣がなく運動不足。
　　　 アルコールを飲む。
　　　 タバコを吸う。(糖尿病をはじめがんの発生リスクを高めることが分かっています)
　　　 ストレスの多い生活をしている。(ストレスは血糖値を上げるホルモンを出すようです)
　　　 高血圧・高脂血症・高尿酸血症など動脈硬化のリスクがある。

●あなたに無関係と言い切れますか？

糖尿病は、必ずしも尿に糖が出ているわけではありません。血糖が体の中で上手に処理できなくなる
と血液に糖が多くなり、動脈硬化をすすめて脳梗塞・心筋梗塞などの死に至る合併症や腎臓・神経・
眼の合併症を引きおこすため、体の防御策として尿に糖を出して体を守っています。尿に糖が出てい
ない状態でも血糖の処理がうまくいかず、血液中の血糖が高くなると糖尿病なのです。

●糖尿病は何の病気？

血糖値やHbA1cが基準値を超えた状態を放置し長期間高血糖が続いたり、短期間でも糖尿病域にまで
高くなってしまうと、尿に糖が出ていなくても高血糖の影響がでてきます。
ベトベトする性質をもっている血糖は血管や血液のいろいろな物とくっつき、血管や神経などを傷つ
け、全身にさまざまな異常をきたします。
これらのことから糖尿病は｢全身の血管の病気｣と言われています。
血糖が高い状態は、他の生活習慣病の方より８年早く動脈硬化が進むと言われ、このような高血糖状
態が続くと、20年早く心疾患・脳血管疾患を発症させると言われます。

●糖尿病は血管の病気？！　なぜ、糖尿病はこわいの？

今や他人事ではない糖尿病ですが、危険なのは｢知らないこと｣です。知ってさえいれば気をつけるこ
とができ、糖尿病を予防することができます。また、すでに糖尿病である方、そしてご家族などが糖
尿病である方は、自分のため、また大切な人のために、｢知る｣ことが役に立つと思います。

●知ることから始めよう

・日本糖尿病学会・日本糖尿病協会の編集または推薦の本や情報
・医学書専門出版社の本や情報
上のいずれかの条件を満たしていれば大丈夫です。

●良い本やネットの情報の選び方

テレビは、おもしろくして視聴率も稼がねばならないでしょう。そのため、医師の話を長時間収録し
てもテレビ側の都合のいいところだけを取り上げ、医師の真意が伝わらないのが実情のようです。ま
た、食品の効能をあげて、｢この食品を食べるとこういう効果がある｣という番組がありますが、言わ
れる物をすべて食べれば、毎日いくら食べても追いつかないように思いますがいかがでしょうか？そ
う考えると｢なんでも適量でいろいろな物をバランス良く｣が一番だと思います。
このようにテレビはあくまでも娯楽番組ととらえた方が良さそうです。情報の中には正しい情報と間
違った情報が混ざっていますので注意が必要です。｢良い本やネット情報の選び方｣を参考に総合的に
判断してください。

●テレビについて

　合計が６個以上：要注意です。検査を受けて糖尿病の有無を確認しましょう。
　合計が３～５個：生活習慣を改善しましょう。
　合計が１～２個：肥満にならない生活を心がけましょう。

　糖尿病発症リスクチェック　当てはまる数を数えてみましょう。

★次回は、｢生活習慣からくる食後高血糖と２型糖尿病について｣です。
自分の検査結果を知らない方は、まず健診からはじめましょう。
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乳幼児から高校３年生
相当年齢対象

大田原市で実施している
　　　  予防接種
大田原市で実施している
　　　  予防接種

　予防接種は、特定の感染症にかからない、また
は重症化を防ぐために行います。
　市では、対象年齢に応じた複数の予防接種を実
施しています。接種対象年齢になりましたら、早
めに予防接種を受けましょう。
●予防接種を受ける際の注意事項
①お子さんの体調は良いですか。
②受ける予防接種について、必要性、効果および
　副反応など確認していますか。(事前に「予防
　接種と子どもの健康」を読みましょう。)
③母子(親子)健康手帳を持参しましょう。
④予診票は、接種する医師への大切な情報です。
　正しく記入しましょう。
⑤予防接種を受けるお子さんの日頃の健康状態を
　よく知っている保護者の方が、連れて行きまし
　ょう。
⑥予防接種を受けた後30分程度はお子さんの様
　子を観察しましょう。急な副反応がおこること
　がまれにあります。
●予防接種の種類(定期接種・任意接種)
①定期接種
　予防接種法で定められている予防接種

《例》ポリオ、ＢＣＧ、三種混合(ジフテリア・
　百日せき・破傷風)、二種混合(ジフテリア・破
　傷風)、麻しん風しん混合、日本脳炎
②定期接種以外の予防接種ですが、「大田原市が
　行政措置として行う法定外の予防接種」と位置
　づけ、平成24年３月31日まで、対象者につい
　ては、接種費用の全額を助成します。
《例》子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、
　　　小児用肺炎球菌など
③任意接種
　定期接種以外の予防接種(有料)
《例》水ぼうそう、おたふくかぜなど
●受け方(集団接種・個別接種)
○集団接種
　学校や公民館などで決められた日時に集団で接種。
①ポリオ…年２回(春と秋)公民館などで実施
②二種混合(ジフテリア・破傷風)…学校で実施　
　(小学６年生)
③麻しん風しん混合…学校で実施(中学１年生)
※対象年齢で市外の小中学校へ通学してる方は、
　ご連絡ください。
○個別接種
　医療機関に個人ごとに予約して接種。

■問い合わせ
　健康政策課健康危機対策係    　(２３)８９７５

大田原市で実施している予防接種一覧

ＢＣＧ

日本脳炎

予防接種の種類 望ましい接種年齢・接種回数

生後３か月から６か月に至るまでの間に１回

【1期初回】生後３か月から12か月の間に３回

【1期初回】３歳で２回

【第２期】小学６年生相当の期間に学校で１回

【第２期】９歳以上13歳未満の間に１回

生後３か月から18か月の間に２回

【1期追加】初回接種３回目が終了してから、
　１年から１年６か月までの間に１回

【1期追加】４歳で１回

生後６か月に至るまでの間にある方

生後３か月から90か月に至るまでの
間にある方

生後３か月から90か月に至るまでの
間にある方

生後６か月から90か月に至るまでの間
にある方(法的には生後６か月から可
能ですが標準的には３歳から開始)

三種混合
･ジフテリア
･百日せき
･破傷風
二種混合
･ジフテリア
･破傷風

麻しん風しん
混合ワクチン

平成23年度の対象者は平成17年４月２
日生まれから平成18年４月１日生まれ
平成23年度の対象者は平成10年４月２
日生まれから平成11年４月１日生まれ

平成23年度の対象者は平成５年４月２
日生まれから平成６年４月１日生まれ

11歳以上13歳未満の方
平成23年度の対象者は、平成11年４月
２日生まれから平成12年４月１日生まれ

ポリオ

同　　左

同　　左

予防接種法で定められている接種年齢

【第１期】生後12か月から24か月に至るまで
　の間に１回
【第２期】５歳以上７歳未満で、小学校入学
　前の１年間に１回

【第３期】中学１年生相当の期間に学校で１回

【第４期】高校３年生に相当する年齢の間に１回

個別
接種

個別
接種

個別
接種

個別
接種

個別
接種

集団
接種

集団
接種

集団
接種
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医療機関名 所在地 電話番号

青柳医院

赤羽胃腸科外科肛門科医院

阿部内科

礒外科小児科医院

大田原赤十字病院

鎌田浅香医院

木戸内科クリニック

国際医療福祉大学クリニック

小林内科外科医院

高橋医院

高橋外科医院

だいなリハビリクリニック

長嶋医院

那須中央病院

中央2-1-2

城山2-5-29

佐久山2018

浅香3-3711

住吉町2-7-3

浅香3-3-9

美原2-2831-153

北金丸2600-6

富士見1-1606-265

滝沢355

住吉町1-11-20

紫塚3-2633-10

下石上1246

下石上1453

(22)2122

(23)1131

(28)0053

(22)2601

(23)1122

(22)2703

(20)3200

(24)1001

(23)8870

(28)1151

(22)2624

(20)3102

(29)0050

(29)2121

なす療育園

橋本内科クリニック

藤田医院

増山医院

松井医院

吉成小児科医院

増山医院

磯　医院

江部医院

車田医院

くろばね齋藤醫院

益子医院

益子クリニック

北金丸2600-7

元町1-2-14

野崎2-7-14

小滝1107-6

城山1-2-3

新富町2-1-22

佐良土861

黒羽向町8

黒羽向町60

大豆田457-24

黒羽田町612

大久保266

黒羽田町827

(20)5100

(22)2220

(29)0010

(22)2336

(22)2067

(22)2412

(98)2008

(54)0020

(54)0013

(54)0062

(54)0031

(59)0835

(54)2727

医療機関名 所在地 電話番号

大 田 原 地 区

湯 津 上 地 区

黒 羽 地 区

大田原市が行政措置として行う法定外の予防接種一覧
予防接種の種類 接種回数

小児用肺炎球菌

ヒブ 生後２か月以上５歳未満
・２か月以上７か月未満：３回+１回
・７か月以上12か月未満：２回+１回
・１歳以上：１回
・２か月以上７か月未満：３回+１回
・７か月以上12か月未満：２回+１回
・１歳以上２歳未満：２回
・２歳以上：１回

・３回接種

生後２か月以上５歳未満

中学１年生～高校１年生子宮頸がんワクチン

●日本脳炎予防接種は、特例措置として平成７年６
　月１日生まれ～平成１９年４月１日生まれの方を
　対象に、２０歳までの間(２０歳の誕生日の前々
　日まで)、接種が受けられるようになりました。
●次に該当する場合は、「大田原市が行政措置とし
　て行う法定外の予防接種」として、接種費用を助
　成します。お問い合わせください。
・BCG接種は、病気などの理由により生後６か月　
　までに接種できなかった１歳未満の方

・三種混合予防接種は、１期初回の接種間隔が56
　日を過ぎてしまった方
・麻しん予防接種は、２歳以上高校２年生相当の
　年齢で、過去に１度も麻しん予防接種を受けて
　おらず、麻しんにかかったことがない方
●なるべく「望ましい接種年齢」の間に受けまし
　ょう。
●「未満」とは「誕生日の前々日まで」をいいま
　す。

《予防接種に関する注意事項》《予防接種に関する注意事項》

個
別
接
種

接種年齢

定期および法定外 ( 子宮頸がん予防、ヒブ、小児用肺炎球菌 )
予防接種委託医療機関一覧

※市外の医療機関については、担当課にお問い合わせください。

※予防接種の種類によっては、実施していない医療機関がありますので、事前にご確認ください。
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こ
れ
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

時
期
と
な
り
ま
す
の
で
感
染
症
対
策
を
し

ま
し
ょ
う
。

①
手
の
ひ
ら
を
あ
わ
せ

　
（
力
強
く
！　

５
秒
間
）

②
手
の
甲
を
伸
ば
す
よ
う
に

　
（
右
も
左
も
ご
し
ご
し
と
！　

10
秒
間
）

③
指
先
、
つ
め
の
間
も
し
っ
か
り
と

　
（
渦
を
描
く
よ
う
に
！　

５
秒
間
）

④
指
の
間
も
十
分
に

　
（
よ
く
こ
す
り
合
わ
せ
て
！　

５
秒
間
）

⑤
親
指
を
手
の
ひ
ら
で
ね
じ
り
洗
い

　
（
親
指
も
忘
れ
ず
に
！　

５
秒
間
）

⑥
手
首
も
忘
れ
ず
に

　
（
５
秒
間
）

●
手
を
洗
っ
た
後
は

・
き
ち
ん
と
手
を
拭
き
ま
し
ょ
う
。

・
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
は
常
に
清
潔
に
し

　

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
う
が
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ

・
帰
宅
し
た
と
き

・
朝
起
き
た
と
き（
一
日
で
も
っ
と
も
口

　

腔
内
の
菌
数
が
多
い
）

・
の
ど
が
、
い
が
ら
っ
ぽ
い
と
き

・
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
き　

な
ど

●
う
が
い
の
方
法

①
コ
ッ
プ
の
水（
20 

〜
40 

ml
程
度
）を
口

　

に
含
み
、
比
較
的
強
く
約
15
秒
間
ぶ
く

　

ぶ
く
う
が
い
を
し
、
軽
く
す
す
ぐ
。

②
同
量
の
水
を
口
に
含
み
、
の
ど
の
奥
ま

　

で
届
く
よ
う
に
あ
ご
を
上
げ
て
約
15
秒

　

間
う
が
い
を
し
、
も
う
一
度
繰
り
返
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
呼
吸
器
感
染

症
を
ほ
か
の
方
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
、

次
の
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」を
実
践
し
ま
し

ょ
う
。

・
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
際
に
は
、
テ
ィ

　

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
口
と
鼻
を
お

　

お
い
、
ほ
か
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け
、

　

１
ｍ
以
上
離
れ
る
。

・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
ハ
ン
カ
チ
が

　

な
い
時
は
、
腕
・
袖
口
で
口
と
鼻
を
お

　

お
い
ま
し
ょ
う
。
咳
や
く
し
ゃ
み
を
手

　

で
お
お
う
と
手
に
ウ
イ
ル
ス
が
付
着

　

し
、
そ
の
手
で
触
っ
た
ド
ア
ノ
ブ
な
ど

　

を
介
し
て
周
辺
へ
の
感
染
拡
大
の
原
因

　

と
な
り
ま
す
。

・
咳
や
く
し
ゃ
み
を
手
で
お
お
っ
た
場
合

　

は
、
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
咳
を
し
て
い
る
人
に
は
、
マ
ス
ク
の
着

　

用
を
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
一
人
の
心
掛
け
が
感
染
症
の
ま
ん

延
を
防
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
感
染
し
な

い
た
め
に
も
、
ま
た
、
感
染
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
健
康
危
機
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
７
５

　

那
須
郡
市
医
師
会
で
は
、
次
の
と
お
り

市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時　

11
月
13
日（
日
）

　

午
前
11
時
45
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
場
　
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

●
内
　
容

○
相
談
と
測
定（
正
午
〜
午
後
１
時
30
分
、

　

先
着
順
）

・
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
動
脈
硬
化
指
標
測
定
コ
ー
ナ
ー

　
（
末
梢
動
脈
硬
化
、
指
尖
容
積
脈
波
、
血

　

行
動
態（
血
行
・
脈
波
）、
体
脂
肪
）

○
講
　
演（
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
）

  

・「
糖
尿
病
の
合
併
症
っ
て
な
に
？

　

―
糖
尿
病
よ
り
軽
い
？
メ
タ
ボ
も
、
実

　

は
〝
合
併
症
〞
が
危
険
で
す
―
」

・
小
山
イ
ー
ス
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

　

大
橋　

博　

先
生

○
そ
の
他　

ビ
デ
オ
上
映
な
ど（
午
前
11

　

時
45
分
〜
午
後
１
時
50
分
）

●
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
郡
市
医
師
会

　
　
　
（
２
３
）８
６
４
７

　
正
し
い
「
う
が
い
」
の
方
法

　
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

感
染
症
に
つ
い
て 

⑤

那
須
郡
市
医
師
会  

市
民
公
開
講
座

「
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

　
正
し
い
「
手
洗
い
」
の
方
法
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【診療時間】　午後５時30分～翌朝午前８時30分　
大田原赤十字病院 住吉町2-7-3
那須中央病院 下石上1453　
菅間記念病院 那須塩原市大黒町2-5　
国際医療福祉大学病院 那須塩原市井口537-3
◎比較的軽い症状の方は、平日の診療時間内に受
　診するか、休日当番医、休日等急患診療所をご
　利用ください。
◎事前に当番病院に電話をしてから受診してくだ
　さい

0287(23)1122

0287(29)2121

0287(62)0733 　

0287(37)2221

急な病気やけがで心配なとき、家庭での対処方法などを
経験豊富な看護師がアドバイスします。

●相談時間　毎日  24時間
●電話番号　０７０－６５７１－８５３７

●大田原赤十字病院電話相談●●大田原赤十字病院電話相談●
●相談時間　毎日  午後７時～午後11時
●電話番号　０２８－６００－００９９
　　　　　　局番なし ♯８０００

※携帯電話・プッシュ回線の方　

●とちぎ子ども救急電話相談●●とちぎ子ども救急電話相談●●とちぎ子ども救急電話相談●
電話相談電話相談

　休日等急患診療所は、市民の健康
を守るために、那須郡市医師会の開
業医などが交代で、休日等の夜間の
初期救急患者の診療を行っています。
　比較的軽い症状のときは、まず休
日等急患診療所をご利用ください。
　診察をしたうえで詳しい検査や入
院が必要な場合は、速やかに救急指
定病院などと連携して適切な診療を
行います。

休日等急患診療所大田原市
黒磯那須地区

名  　称 大田原市
休日等急患診療所

黒磯那須地区
休日等急患診療所

診 療 日
日曜日、火曜日、水曜日
休日
お盆(8／14～8／16)
年末年始(12／29～1／3)

日曜日、月曜日、木曜日
金曜日、土曜日
休日
年末年始(12／29～1／3)

診療時間 ６時30分～ ９時30分 ７時～10時

所 在 地 大田原市若草1丁目-832
(大田原保健センター隣接)

電話番号 ０２８７(２３)６５００

那須塩原市黒磯幸町8-10
(黒磯保健センター内)

０２８７(６３)１１００

午後 午後 午後 午後

案 内 図
大田原小学校

消防署

大田原警察署

室井病院

白河信金

福祉センター

ボウリング場

大田原
女子高校
大田原
女子高校

大田原小学校
消防署

大田原
赤十字病院
大田原
赤十字病院

大田原警察署

大田原
市役所
大田原
市役所

室井病院
大田原
郵便局
大田原
郵便局

白河信金

福祉センター

ボウリング場
黒
　
磯
　
駅

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

黒磯那須地区
休日等急患診療所

福島整形外科病院福島整形外科病院

大田原市
休日等急患診療所

●大田原市休日等急患診療所診療日
●黒磯那須地区休日等急患診療所診療日
■２診療所同時診療日

日

６
13
20
27

月
　
７
14
21
28

火
１
８
15
22
19

水
２
９
16
23
30

木
３
10
17
24

土
５
12
19
26

金
４
11
18
25

11月 の 診 療 日

夜間等診療当番病院夜間等診療当番病院
病院群輪番制病院

(一般)
小児二次救急当番病院

(小児)
大田原赤十字病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

国際医療福祉大学病院

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

曜
日

曜
日

電 話 番 号所　在　地当　番　医日（曜日）
　３日(木)
６日(日)
13日(日)
20日(日)
23日(水)
27日(日)

長嶋医院
くろばね齋藤醫院
高橋医院
増山医院（佐良土）
松井医院
高橋外科医院

(２９)００５０
(５４)００３１
(２８)１１５１
(９８)２００８
(２２)２０６７
(２２)２６２４

下石上1246
黒羽田町612
滝沢355
佐良土861
城山1-2-3
住吉町1-11-20

休日の午前９時～午後５時
にかかりたいとき

夜間に比較的軽い症状で
かかりたいとき

夜間・早朝に比較的重い
症状でかかりたいとき

休日等急患診療所大田原市
黒磯那須地区

11月の休日当番医

休日等急患診療所大田原市
黒磯那須地区

11月の休日当番医
　健康政策課健康政策係
　　　 (２３)８７０４
　平日  午前８時30分 ～午後５時15分

事前に当番医療機関に電話を
してから受診してください

【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時
【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■休日当番医・休日等急患診療所・夜
　間等診療当番病院に関する問い合わせ
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●
日
　
時　

10
月
25
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分(

受
付
は
午

　

後
1
時
か
ら)

●
場
　
所

　

金
田
北
地
区
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
　
容　

・
演
題　

「
子
宮
頸
が
ん
検
診
と
予
防
ワ

　

ク
チ
ン
に
つ
い
て
」

・
講
師　

大
田
原
赤
十
字
病
院　

副
院
長

　

白
石　

悟 

氏

●
定
　
員　

先
着
１
０
０
名

●
申
込
方
法

　

10
月
20
日(

木)

ま
で
に
健
康
政
策
課
成

　

人
健
康
係
へ
電
話
で
申
し
込
み
。

●
大
田
原
市
の
検
診

　

大
田
原
市
で
は
20
歳
以
上
の
方
に
無
料

　

で
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
し
て
い
ま
す
。

　

検
診
の
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
健

　

康
政
策
課
成
人
健
康
係
ま
で
。

●
す
み
れ
の
会
に
つ
い
て
　
子
宮
が
ん
・

　

乳
が
ん
患
者
会
「
す
み
れ
の
会
」
は
随

　

時
会
員
募
集
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

　

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　

(

２
３)

７
６
０
１

　

栃
木
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、

視
覚
障
害
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
に
よ
り
実

施
さ
れ
る
「
同
行
援
護
」
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
や
、
日
ご
ろ
抱
い

て
い
る
悩
み
、
困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
先
・
問
い
合
わ
せ

　

社
団
法
人

　

栃
木
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

　
　
　

０
２
８(

６
２
５)

４
９
９
０

　
　
　

tochisikyo@
lion.ocn.ne.jp

●
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
身
体

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

●
定
　
員

　

50
名(

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り)

●
期
　
日　

11
月
29
日(

火)

〜
30
日(

水)

●
集
合
場
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

ホ
ー
ル
臨
時
駐
車
場(

砂
利
敷
き)

●
行
き
先　

福
島
県
猪
苗
代
・
会
津
方
面

　

(

野
口
英
世
記
念
館
、
会
津
酒
造
歴
史

　

館
ほ
か)

●
宿
泊
先　

栃
木
県
障
害
者
保
養
セ
ン
タ
ー

　

那
珂
川
苑(

那
珂
川
町
小
口
１
７
２
８)

●
費
　
用　

３
５
０
０
円

●
申
込
方
法　

11
月
４
日(

金)

ま
で
に
、

　

福
祉
課
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
支
援
係

　
　
　

(

２
３
）
８
９
２
１

●
日
　
時　

11
月
18
日（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
　
所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容　

講
話
・
集
団
指
導（
親
子
の

　

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
）

●
持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳（
親
子
健
康
手
帳
）

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
母
子
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）８
６
３
４

●
日
　
時　

11
月
８
日（
火
）

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

●
場
　
所　

黒
羽
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　

(

２
３
）７
６
０
１

「
す
み
れ
の
会
」主
催

 
子
宮
頸
が
ん
予
防
講
演
会
開
催

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
対
象
の
一
泊
招
待
事
業

視
覚
障
害
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ

保
健
セ
ン
タ
ー
教
室
・
相
談

た
め
し
て
運
動
塾

す
く
す
く
教
室

※

要
電
話
予
約

11月の日程11月の日程11月の日程集団健診集団健診集団健診 ■問い合わせ
健康政策課成人健康係
　  　（２３）７６０１

11月21日(月)

11月27日(日)

大田原東地区公民館

広域クリーンセンター
市内全地区

日にち 会　　場 対象地区

女性のみの健診日程女性のみの健診日程女性のみの健診日程
●受付時間　午前７時30分～10時

●受付時間  午前８時～10時（★印は７時30分から開始）

｢特定健康診査｣また
は｢後期高齢者健診｣
を受診する方は、
｢保険証｣と｢特定健
康診査受診券｣をご
持参ください。
申し込んだ日程を変
更する方やまだ申し
込みをしていない方
は、健康政策課成人
健康係までご連絡く
ださい。変更のご連
絡がない場合、ご希
望の日に受診できな
いことがあります。
市の健診は１年に１
回の受診です。市民
健康診査および国民
健康保険の人間ドッ
ク･脳ドックで受診し
た項目は、重複して
受診できませんので、
ご注意ください。

●

●

●

金田北地区公民館

大田原東地区公民館

大田原東地区公民館

黒羽保健センター

黒羽保健センター

大田原東地区公民館

広域クリーンセンター

大田原東地区公民館

大田原東地区公民館

日にち 会　　場 対象地区

★
★
★

11月２日(水)

11月５日(土)

11月６日(日)

11月11日(金)

11月12日(土)

11月17日(木)

11月19日(土)

11月24日(木)

11月28日(月)

市内全地区

練貫・羽田・練貫
ニュータウン

10 月は『がん検診受診率 50％達成に向けた集中キャンペーン月間』です。

※11月24日(木)
　は、今回追加
　された日程で
　す。受診対象
　者であれば、
　誰でも申し込
　みができます。
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隔
月
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
内
に
あ
る
マ

ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
方
が
、
個
別
に
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
お
子
さ
ま
と
一
緒
に

遊
び
な
が
ら
相
談
出
来
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

事
前
に
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
こ
ど
も
課
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
・
場    

所　

　

11
月
11
日(

金) 　

午
前
10
時
〜
正
午

　

す
み
よ
し
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

２
３)

８
７
２
８

　

11
月
25
日(

金) 　

午
前
10
時
〜
正
午

　

ゆ
づ
か
み
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

９
８)

３
８
８
１

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
3
2

子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報

子育てサロン
★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場
★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター
★開設時間

■問い合わせ　
　こども課子育て支援係
　　　（２３    ）８９３２

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止のため、お子さんから目
を離さないようお願いします。

木曜日
★休館日:11/3

火･木･金･第２土曜日
★休館日:10/18、11/3

火曜日子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館)

子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

月･水･金・第４土曜日
★休館日:10/26

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までのお子さんと保護者
の交流の場です。

就園前のお子さんと保護者が交流を図りなが
ら育児相談などを行うための場です。

親子交流の場の提供や子育ての悩みに関する相
談・適切なアドバイスを行います。
※電話相談も受け付けております。

月・水曜日子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)
くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

毎週
月～金曜日

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

9:00~12:00
13:00~16:00

＜10 月 15 日 ( 土 ) ～ 11 月 15 日 ( 火 )＞

子
育
て
マ
マ
の

就
職
準
備
個
別
相
談
会

★休館日:11/3

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ

■問い合わせ
　大田原年金事務所総合相談室
　　　（２２）６３１１
　市国保年金課国民年金係
　　　（２３）８９２８

○所得税および住民税の申告では、国民年金保険料
　の全額が社会保険料控除の対象となります。
　（その年の１月１日から 12 月 31 日までに納付し
　た保険料が該当します）
○この社会保険料控除を受けるためには、支払った
　ことを証明する書類の添付が義務付けられていま
　すので、平成 23 年１月１日から９月 30 日まで
　の間に、国民年金保険料を納付された方に対し、
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が
　本年 10 月下旬から 11 月上旬までに日本年金機
　構から送付されます。
　年末調整や確定申告の際には、必ずこの証明書（ま
　たは領収証書）を添付してください。
　なお、10 月 1 日から 12 月 31 日までの間に今年
　はじめて国民年金保険料を納付された方には、来
　年の１月下旬に送付されます。
○ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、納
　付されたご本人の社会保険料控除の申告に加える
　ことができますので、ご家族あてに送られた控除
　証明書を添付して申告してください。
※「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に
　ついてのご照会は、控除証明書のはがきに表示さ

　老齢や退職を支給事由とする年金は、「雑所得」
として所得税の課税対象とされています。（障害年
金・遺族年金は課税されません）
　課税対象となる受給者の方には、毎年 11 月上旬
までに日本年金機構から扶養親族等申告書が送付さ
れますので、12 月１日の提出期限までに必ず提出
してください。
　この申告により、翌年中に受けられる年金にかか
る所得税の源泉徴収税額が決まります。もし提出を忘
れると各種控除が受けられず、所得税の源泉徴収税額
が多くなる場合がありますのでご注意ください。なお、
年金以外の収入がある方は確定申告が必要です。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明」が発行
されます。年末調整、確定申告まで大切に保管を！
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明」が発行
されます。年末調整、確定申告まで大切に保管を！ 年金受給者の皆様へ「扶養親族等申告書」は期限

までに提出を！
年金受給者の皆様へ「扶養親族等申告書」は期限
までに提出を！

平成 24 年度分「扶養親族等申告書」が送付される方

年金額が１０８万円以上65 歳未満
年　齢

65 歳以上 年金額が１５８万円以上

れている電話番号にお問い合わせください。
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●
開
催
期
間

　

12
月
〜
平
成
24
年
３
月(
全
10
回
予
定)

●
対
象
者　

小
学
生

●
募
集
人
員　

１
０
０
名

●
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

・
入
会
費
５
０
０
０
円(

兄
弟
で
参
加
の 

　

場
合
、
２
人
目
以
降
２
０
０
０
円)

・
保
護
者
の
印
鑑

●
そ
の
他

・
各
回
と
も
参
加
費(

バ
ス
代
・
リ
フ
ト

　

代)

５
０
０
０
円
が
別
途
必
要
。

・
11
月
下
旬
に
保
護
者
へ
の
事
業
説
明
会

　

を
開
催
予
定
。

●
申
込
方
法

　

左
記
の
ス
ポ
ー
ツ
店
ま
で
直
接
申
し
込 

　

み
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

●
主
　
催　

大
田
原
市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

太
陽
ス
ポ
ー
ツ　

(

２
２)

５
４
９
５

　

奈
良
ス
ポ
ー
ツ　

(

２
２)

２
６
７
０

〈
問
い
合
わ
せ
の
み
〉

　

体
協
ス
キ
ー
部
担
当　

山
口

　
　
　

０
９
０‐

２
２
０
７‐

９
９
９
７

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

(

２
２)

８
０
１
７

●
日
　
時　

11
月
26
日(

土)

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
50
分

●
場
　
所　

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
田
原

　

キ
ャ
ン
パ
ス

●
内
　
容
　
小
学
生
高
学
年
と
中
学
生
を

　

対
象
に
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
や
病
院

　

に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
イ
ベ
ン

　

ト
を
体
験
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
い
の

　

ち
や
生
活
を
守
る
医
療
福
祉
の
大
切
さ

　

を
深
く
学
ぶ
。

●
コ
ー
ス

・
小
学
生(

利
用
者)

コ
ー
ス

　

対
象
小
学
５
、
６
年
生(

定
員
40
名)

・
中
学
生(

従
事
者)
コ
ー
ス

　

対
象
中
学
１
〜
３
年
生(
定
員
60
名)

●
申
し
込
み
　
10
月
31
日(
月)
ま
で
に
参

　

加
さ
れ
る
児
童
生
徒
の
、
郵
便
番
号
・

　

住
所
・
氏
名(

ふ
り
が
な)

・
電
話
番
号
・

　

学
校
名
・
学
年
を
明
記
の
う
え
、
ハ
ガ

　

キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
の
申
込
専
用
フ
ォ
ー
ム
に
て
必
要
事

　

項
を
入
力
し
て
申
し
込
み
。
ハ
ガ
キ
の

　

場
合
10
月
31
日(

月)

の
消
印
有
効
。

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
後
日
当

　

選
者
に
対
し
て
「
受
講
証
」
を
発
送
し

　

ま
す
。

※

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、
避
難
さ
れ

　

て
い
る
小
・
中
学
生
に
対
し
て
参
加
優

　

先
枠
有
り
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学

　

「
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」
係

　
　

〒
３
２
４‐

８
５
０
１

　
　

大
田
原
市
北
金
丸
２
６
０
０‐

１

　
　
　

(

２
４)

３
０
０
０

　
　
　

(

２
４)

３
１
０
０

　

那
須
地
区
内
の
７
つ
の
郷
土
芸
能
団
体

が
一
堂
に
集
ま
り
、
太
鼓
の
演
奏
や
も
ち

つ
き
唄
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。
地
域
色
豊

か
な
唄
に
合
わ
せ
た
も
ち
つ
き
や
太
鼓
の

響
き
を
存
分
に
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時　

10
月
23
日(

日)

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

※

小
雨
決
行

●
場
　
所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　

那
須
与
一
伝
承
館
前
芝
生
広
場(

大
田

　

原
市
南
金
丸
１
５
８
４‐

６)

●
出
演
団
体

〈
大
田
原
市
〉

　

福
原
餅
つ
き
唄
保
存
会

　

与
一
太
鼓

　

天
狗
王
国
ゆ
づ
か
み
唄
・
踊
り
保
存
会

〈
那
須
塩
原
市
〉

　

東
那
須
野
お
は
や
し
保
存
会

　

つ
き
の
木
も
ち
つ
き
唄
保
存
会

　

流
響
塩
原
太
鼓

〈
那
須
町
〉

　

峯
岸
熊
野
講
保
存
会

●
そ
の
他

　

同
日
、
道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
に
お
い

　

て
「
収
穫
祭
」
も
行
わ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
地
区
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

実
行
委
員
会(

市
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係)

　
　
　

(

２
３)

８
７
１
８

　

中
世
の
那
須
氏
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時　

11
月
12
日(

土) 　

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分(

午
後
１
時
開
場)

●
場
　
所　

那
須
与
一
伝
承
館　

多
目
的     

　

ホ
ー
ル

●
演
　
題　

「
関
東
北
辺
の
武
士(

も
の

　

の
ふ)

た
ち―

那
須
氏
、
宇
都
宮
氏
、

　

佐
竹
氏
を
考
え
る―

」

●
講
　
師　

高
橋　

修
氏(

茨
城
大
学
人

　

文
学
部
教
授)

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉
１
９
６
４
年
生
ま
れ
。

　

神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
博
士

　

課
程
後
期
中
退
。
博
士(

文
学)

。
和
歌

　

山
県
立
博
物
館
学
芸
員
、
茨
城
大
学
人

　

文
学
部
助
教
授
を
経
て
、
現
職
。

　

主
な
著
書
に
『
中
世
武
士
団
と
地
域
社

　

会
』(

清
文
堂
出
版)

、『
熊
野
水
軍
の

　

さ
と
ー
紀
州
安
宅
氏
・
小
山
氏
の
遺
産

　

ー
』(

編
著
、
清
文
堂
出
版)

、
『
実
像

　

の
中
世
武
士
団―

北
関
東
の
も
の
の
ふ

　

た
ち
ー
』(

編
著
、
高
志
書
院)

。

●
入
場
料　

無
料

※

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　

(

２
０)

０
２
２
０

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

第
16
回
那
須
地
区
郷
土
芸
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

国
際
医
療
福
祉
大
学

第
２
回

キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

那
須
与
一
伝
承
館
歴
史
講
演
会
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●
日
　
時　

11
月
19
日(

土)

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
10
分

●
場
　
所

　

那
須
特
別
支
援
学
校
体
育
館
な
ど

●
内
　
容　

①
本
校
小
学
部
、
訪
問
教
育
学
級
の
演
技

　

発
表

②
本
校
児
童
生
徒
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
作
品
展
示

③
本
校
中
学
部
の
作
業
実
演
、
製
品
販
売
、

　

イ
ベ
ン
ト

④
本
校
高
等
部
各
作
業
学
習
班
の
製
品
販
売

⑤
Ｐ
Ｔ
Ａ
お
よ
び
同
窓
生
と
親
の
会
バ
ザ
ー

⑥
福
祉
施
設
な
ど
の
食
品
販
売

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
立
那
須
特
別
支
援
学
校

　
　
　

(

３
６)

４
５
７
０

　

平
成
23
年
度
湯
津
上
地
区
文
化
祭
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
湯
津
上
文
化

協
会
と
湯
津
上
地
区
公
民
館
の
合
同
の
発

表
の
場
で
す
。
作
品
は
力
作
ぞ
ろ
い
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時　

11
月
６
日(

日)

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
予
定

●
場
　
所　

湯
津
上
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　

タ
ー　

研
修
棟
・
多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
　
容

○
作
品
展
示

　

(

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分)

　

絵
画
・
写
真
・
木
工
芸
・
盆
栽
・
短
歌
・

　

書
道
・
絵
手
紙
・
編
み
物
・
草
木
染
め
・

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
手
芸
・

　

樹
脂
粘
土
フ
ラ
ワ
ー
・
押
し
花
な
ど

○
ス
テ
ー
ジ
部
門(

午
前
10
時
開
始
予
定)

　

詩
舞
・
民
謡
・
舞
踊
・
ダ
ン
ス
・
コ
ー

　

ラ
ス
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・

　

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど

○
お
茶
席(

午
前
10
時
〜
午
後
３
時)

※

内
容
に
つ
い
て
は
、
若
干
変
更
と
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
主
　
催

　

湯
津
上
地
区
文
化
祭
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　

湯
津
上
地
区
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　

湯
津
上
地
区
公
民
館

　
　
　

(
９
８)

３
４
２
５

　

文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

　
　
　

(

２
３)
８
７
１
８

　

那
須
地
域
の
中
世
〜
近
世
の
古
文
書
を

題
材
と
し
て
、
く
ず
し
字
の
読
み
方
を
学

び
、
地
域
の
歴
史
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
一
回
読
み
切
り
方
式
」
の
古
文
書
入
門

講
座
で
す
。
本
講
座
は
初
心
者
を
対
象
と

す
る
も
の
で
す
が
、
経
験
者
の
受
講
も
可

能
で
す
。

●
日
　
程
　

　
11
月
26
日
、
12
月
17
日
、

　

平
成
24
年
１
月
21
日
、
２
月
25
日

　
い
ず
れ
も
土
曜
日

●
時
　
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
所　

黒
羽
芭
蕉
の
館　

研
修
室

　

(

大
田
原
市
前
田
９
８
０‐

１)

●
定
　
員

　

50
名(

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り)

●
講
　
師　

阿
部　

能
久 

氏(

鎌
倉
市
世 

　

界
遺
産
登
録
推
進
担
当　

学
芸
員)

●
持
参
す
る
も
の
　
鉛
筆
、
ノ
ー
ト
な
ど

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
方
法

　

10
月
18
日(

火)

か
ら
11
月
25
日(

金)

ま

　

で
に
、
芭
蕉
の
館
の
窓
口
へ
直
接
ま
た

　

は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
館

　
　
　

(

５
４)

４
１
５
１

　
　
　

(

５
４)

４
１
８
８

　

電
源
設
備
修
理
の
た
め
、
次
の
と
お
り

臨
時
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
臨
時
休
館
日
　
10
月
27
日(

木)

午
前
10

　

時
〜
28
日(

金)

午
前
９
時

●
休
館
箇
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘
全
施
設

■
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
丘

　
　
　

(

２
８)

３
１
３
１

●
内
　
容　

下
表
の
と
お
り

※

詳
細
は
、
後
日
参
加
者
に
連
絡
。

●
受
付
開
始　

11
月
１
日(

火)

午
前
８
時

　

30
分
か
ら(

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り)

●
申
込
方
法　

大
田
原
市
農
業
公
社
ま
で
、

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
。

　

フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
申
し
込
み
の
際
に
は
、

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・

　

希
望
す
る
内
容
を
明
記
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

財
団
法
人
大
田
原
市
農
業
公
社

　
　
　

(

９
８)

３
７
６
８

　
　
　

(

９
８)

３
７
６
９

 
栃
木
県
立
那
須
特
別
支
援
学
校

「
平
成
23
年
度
な
と
く
祭（
交
流

 
学
習
発
表
会
）」開
催

湯
津
上
地
区
文
化
祭

大
田
原
市
ふ
れ
あ
い
の
丘

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

黒
羽
芭
蕉
の
館

平
成
23
年
度
古
文
書
入
門
講
座

（
と
ち
ぎ
県
民
カ
レ
ッ
ジ
登
録
講
座
）

（
財
）大
田
原
市
農
業
公
社

農
業
体
験
参
加
者
募
集

12 月 4 日（日）
午前９時～
12 月４日（日）
午後１時～
12 月９日（金）
午前９時～
12 月９日（金）
午後１時～
12 月 11 日（日）
午後１時～

1,000 円

1,000 円

1,000 円

1,000 円

500 円

15 人

15 人

20 人

20 人

20 人

道の駅
那須与一の郷
道の駅
那須与一の郷
道の駅
那須与一の郷
道の駅
那須与一の郷

湯津上農村環境
改善センター

そば打ち

そば打ち

フラワー
アレンジメント

フラワー
アレンジメント

納豆作り
豆腐作り

日　　時 内　　容 参加費用 募集
人数 体験場所
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農
地
法
の
改
正
に
よ
り
標
準
小
作
料
の

表
示
が
廃
止
に
な
り
、
農
地
の
賃
借
料
は

借
主
と
貸
主
の
相
互
で
決
め
た
額
と
な
り

ま
す
が
、
農
地
の
賃
借
料
情
報
を
左
記
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

 

　

な
お
、
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
の
ご
相

談
は
、
農
業
公
社
、
ま
た
は
、
農
業
委
員
会

に
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
業
公
社

　
　
　
（
9
8
）３
７
６
８

　

農
業
委
員
会

　
　
　
（
９
８
）３
７
６
４

農
地
の
賃
借
料
に
つ
い
て

件　数 最高額 最低額 平均額 件　数 最高額 最低額 平均額
地　区

大田原

野　崎

佐久山

親　園

金田北部

湯津上

金田南部

黒　羽

須賀川

市全体

田 畑

55

98

111

241

277

157

323

110

2

1,374

21,000

21,000

23,028

26,000

25,000

23,000

23,000

23,400

18,000

26,000

10,000

12,100

5,868

10,000

10,000

7,000

10,000

5,000

18,000

5,000

16,315

18,032

12,946

19,638

18,374

15,874

18,432

17,897

18,000

17,740

　

　

　

1

2

5

21

5

　

34

8,000

7,974

12,000

18,000

20,000

20,000

8,000

4,000

4,202

5,000

5,000

4,000

8,000

5,987

7,081

9,286

11,400

9,041

注意：上記の価格は、平成 21 年の標準小作料を参考に締結された平成 22 年
　　　４月から平成 23 年３月までの賃借料水準（10ａ当たり）です。

大田原市農地賃借料情報（平成 22 年度公告分） （単位：円）

茶道

ボウリング

英会話

華道

ヨガ

手打ち蕎麦

植竹宗楽

人見幸子

アーバン美貴子

瀬尾草萠

中園美菜子

蜂巣耕平

10月25日

11月21日

11月22日

11月30日

12月９日

１月26日

午後７時
　　　～９時

午後６時30分
　～８時30分 10

10

10

12

10

６

20名

16名

15名

20名

15名

12名

2,100円

6,000円

500円

12,000円

500円

6,000円

火曜日

月曜日

火曜日

水曜日

金曜日

木曜日

午後６時30分
　～８時30分

午後６時30分
　～８時30分
午後７時
　　　～９時
午後６時30分
　～８時30分

講座・教室名 講　師　名 開 講 日 開講曜日
(10～1月) 開 講 時 間 回数 定員 教 材 費

■申し込み・問い合わせ
　大田原市勤労青少年ホーム
　　　（２２）６８７８

●対象者　おおむね35歳までの方で市内在住・
　在勤・通学している方を優先(大学生も可)
●申込方法　10月17日(月)から11月２日(水)　
　までに、勤労青少年ホームの窓口に直接申　
　し込み。
●受付時間　午後０時30分～８時(土・日曜日
　を除く)
●注意事項
　＊電話による申し込み、代理人による申し　
　　込みは不可。

勤労青少年ホーム(ジョイフル館)
平成23年度第３期講座受講生募集！
勤労青少年ホーム(ジョイフル館)
平成23年度第３期講座受講生募集！
勤労青少年ホーム(ジョイフル館)
平成23年度第３期講座受講生募集！

＊定員になり次第締め切ります。ただし、今回
　開講する講座のうち、定員に満たない講座は
　随時申し込みを受け付けます。
＊各講座の申し込みが５人未満の場合は中止
　になります。
＊受講料は無料ですが、教材費のほかに傷害保
　険(300円)の加入手続きが必要になります｡
＊都合により開講日を変更する場合があります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



お知らせ・図書館

平成23年10月15日号29

★黒羽図書館

●日　時　11月６日(日)、11月13日(日)
　　　　　11月20日(日)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･工作 など

ピノキオおはなし会

●日　時　11月12日(土)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク･紙芝居･工作 など

●日　時　10月30日(日)
　　　　　午後１時30分～２時30分
●会　場　大田原図書館２階　視聴覚室
●出　演　大田原ふるさと民話の会のみなさん
●対　象　親子、一般、学生、児童
※お申し込みは不要です。

子どものつどい

『親と子の民話教室
　～開け！お話のとびら～』

知ってなるほど!?図書館クイズ

17,932人(664人)
4,167人(154人)

6,935人(257人)
1,573人(  58人) 6,186冊

5,873点
1,632点
71点

入 館 者(1日平均) 個人貸出利用者数
(1日平均)

30,484冊
本 CD･ビデオ

貸 出 点 数種 別
施設区分
大田原
黒　羽

1,141人(  42人) 157人(    6人) 385冊湯津上

９
月
の
統
計

★大田原図書館
★湯津上庁舎図書室

1１月の図書館カレンダー1１月の図書館カレンダー

開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30

開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30(23)4560 (59)0855

休館日休館日

開館  平　日  9:00～17:00
時間  土日祝  9:00～17:00(98)7037

●日　時　11月13日(日)
　　　　　午前11時～11時45分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい など

●期　間　10月15日(土)～11月13日(日)
●対　象　小学生まで
●内　容　みんなが読んでる本の中からクイズだよ。
●応募方法　カウンターで問題用紙を受け取
　り、その日のうちに回答してください。全
　問正解者は館内に掲示します。

コアラおはなし会

こども映画館

水
２
９
16
23
30

木
３
10
17
24

土
５
12
19
26

月
　
７
14
21
28

金
４
11
18
25

日
　
６
13
20
27

火
１
８
15
22
29

水
２
９
16
23
30

木
３
10
17
24

土
５
12
19
26

月
　
７
14
21
28

金
４
11
18
25

日
　
６
13
20
27

火
１
８
15
22
29

＊図書館のホームページ上で、蔵書の予約ができます。
　事前に図書館カウンターでパスワードの登録申請をしてください。
http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

那
須
拓
陽
高
等
学
校

農
産
物
即
売
会
開
催

親から子へ、世代を超えて受け継がれる民話
の世界へようこそ！どなたでもご自由に参加
できます。

●日　時　10月30日(日)
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●内　容　
・午前10時30分～11時30分
　「こびと観察入門①」「うたってあそぼう  いっしょにどうよう①」
・午後２時～３時
　「こびと観察入門②」「うたってあそぼう  いっしょにどうよう②」

●
日
　
時　

11
月
12
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
　
所

　

那
須
拓
陽
高
等
学
校　

大
山
農
場

　
（
那
須
塩
原
市
下
永
田
３
‐
４
‐
３
４
６
）

●
販
売
品

　

シ
ク
ラ
メ
ン
、
パ
ン
ジ
ー
、
リ
ン
ゴ
、
な

　

し
、ネ
ギ
、ハ
ク
サ
イ
、ダ
イ
コ
ン
、キ
ュ

　

ウ
リ
、
中
玉
ト
マ
ト
、
も
ち
米
、
ペ
ッ
ト

　

ボ
ト
ル
白
米
、農
産
加
工
品

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
拓
陽
高
等
学
校

　
　
　

０
２
８
７（
３
６
）３
２
６
５

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
地
区

　
　

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
湯
津
上
地
区
・
黒
羽
地
区

　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
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このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　  (２３)８７１８

那
須
与
一
伝
承
館
通
信 〈
第
９
回
〉

那
須
与
一
伝
承
館
通
信 〈
第
９
回
〉

　

今
回
は
那
須
与
一
伝
承
館
が
収
蔵
す

る
資
料
の
中
か
ら
、「
軍
器
図
巻
」所
収

宇
都
宮
俊
綱
旗
図
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
旗
の
図
は
、
天
文
十
八
年（
一

五
四
九
）九
月
二
十
七
日
、
下
野
国
塩
谷

郡
喜
連
川
の
奥
大
道
の
途
上
、
五
月
女

坂（
現
在
、
さ
く
ら
市
早
乙
女
の
付
近
）

に
お
い
て
宇
都
宮
俊
綱（
一
五
一
三―

四
九
）と
戦
っ
た
那
須
高
資（
？―

一
五

五
一
）が
、
そ
の
勝
利
の
証
と
し
て
俊
綱

の
軍
勢
か
ら
奪
い
取
っ
た
軍
旗
を
描
い

た
も
の
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
現
在
、

旗
そ
の
物
の
所
在
は
不
明
で
す
。

　

図
を
み
る
と
、
旗
の
中
央
に
宇
都
宮

氏
の
家
紋
「
一
ニ
左
巴
」が
し
る
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
図
に
は
朱
注（
朱
書
き

の
注
記
）が
細
か
く
書
き
込
ま
れ
て
お

り
、
旗
そ
の
物
の
状
態
を
詳
し
く
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
家
紋
の
部
分
は
「
紋
染
ニ

テ
ハ
無
之
墨
ニ
テ
書
タ
ル
也
」と
記
さ

れ
、
布
地
に
紋
を
染
め
て
い
た
の
で
は

な
く
、
直
接
、
墨
で
紋
を
描
い
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
「
図
ノ
如

ク
コ
ト
ゴ
ト
ク
ヤ
ブ
レ
有
之
」と
あ
り
、

旗
全
体
が
著
し
く
破
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
高
資
と
俊
綱
と
の
戦
い
が
、
い
か

に
激
し
い
も
の
だ
っ
た
の
か
を
示
し
て

い
ま
す
。
こ
の
戦
い
は
、
五
月
女
坂
の

戦
い
と
呼
ば
れ
、
領
地
拡
大
を
ね
ら
う

俊
綱
が
、
二
千
騎
の
大
軍
を
率
い
て
那

須
地
域
に
侵
入
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に

始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
高
資
は
、

三
百
騎
の
手
勢
を
率
い
て
奮
戦
し
、
家

臣
の
鮎
河
瀬
助
右
衛
門
家
光
が
俊
綱
を

射
殺
し
て
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
宇
都
宮
の
勢
力

は
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
れ
以
後
、

那
須
氏
を
脅
か
す
よ
う
な
事
態
は
な
く

な
っ
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
こ
の
旗
は
、
宿
敵
、
宇
都
宮
氏

を
倒
し
た
証
で
あ
り
、
那
須
家
の
輝
か

し
い
武
功
を
示
す
、記
念
す
べ
き「
重
器
」

だ
っ
た
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

し
ゅ
ち
ゅ
う

ぐ
ん  

き

し
ゅ
く
て
き

な　

す　

た
か
す
け

そ　
う　
と　
め

ぐ
ん   

き　

 

ず   

か
ん

し
も
つ
け
の
く
に 

し
お
や

お
く  

た
い 

ど
う

て
ん
ぶ
ん

「軍器図巻」 所収、宇都宮俊綱
旗図（那須家所蔵）
「軍器図巻」 所収、宇都宮俊綱
旗図（那須家所蔵）

○ 
宇
都
宮
俊
綱
旗
図

○ 
宇
都
宮
俊
綱
旗
図

う 

つ 

の 

み
や
と
し
つ
な 

は
た  

ず

し
ょ
し
ゅ
う

ぐ
ん   

き    

つ
れ 

が
わ

い
ち　
　

ひ
だ
り
ど
も
え

こ
れ 

な
く 

す
み

も
ん
ぞ
め

か
き

な
り

ず

ご
と

こ
れ
あ
り

あ
ゆ  

が　

せ　

す
け　

う　

え  

も
ん   

い
え
み
つ

い  

こ
ろ

じ
ゅ
う
き

ぶ   

こ
う

ざ
か

し
ゅ   

が

ち
ゅ
う
き

　この作品は、ふれあいの丘の芝生広場の東側、
シャトー・エスポワールとその東側にある大工房を
つなぐ坂道の途中にあります。
　河原石のように平たく丸い石が４つ、それらと
　　　　　　　　　　　　　　は趣を異にして
　　　　　　　　　　　　　　表面が少しごつ
　　　　　　　　　　　　　　ごつして、半分に
　　　　　　　　　　　　　　割れたような石
　　　　　　　　　　　　　　が１つ、合計５
　　　　　　　　　　　　　　つの石が点々と
　　　　　　　　　　　　　　不規則に並んで
　　　　　　　　　　　　　　います。
　　　　　　　　　　　　　　　もともとは岩
　　　　　　　　　　　　　　盤から切り出さ
　　　　　　　　　　　　　　れた角張った１

つの石でした。それが作者の
手によって、河原石のように
滑らかな肌をもったものへと
生まれ変わり、１つだけは原
石に近い質感が残され、
ちょっとしたアクセントになっ
ています。それらの石をなが
めていると、何となくリズミカルな音楽が流れ出て
くるような感覚にとらわれます。「寡黙なリズム　石
のうた」という作者の言葉はそれを物語ります。
　作者は大岩久乃さん。1972年熊本県生まれ。大
学在学中には名古屋市浄心町街中彫刻展への出

展を重ね、愛知県立芸
術大学大学院美術研究
科彫刻専攻修了後は、
東京都や愛知県などで
個展やグループ展を開
催。本市のほかに、イン
ド（2002年）や三重県
（2004年）などの彫刻シ
ンポジウムにも参加し
ています。

19

設置場所案内図（★印）

★

シャトー
エスポワール
シャトー・
エスポワール

芝生広場
芝生
広場

ふれあいの丘

駐
車
場

多目的広場

大岩　久乃
1999年

　おおいわ　　ひさ   の

小路の詩

大岩  久乃  さん大岩  久乃  さん
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ハーモニーホール

友の会優先電話予約  　　11月３日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  11月５日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  11月７日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

日時・会場 平成24年２月４日(土)

●Ｘ’mas・コンサートシリーズ①
　ＭＡＬＴＡスペシャル・ライブ
●Ｘ’mas・コンサートシリーズ①
　ＭＡＬＴＡスペシャル・ライブ
♪サックス奏者マルタによるコンサート。ジャズ、フュージ
　ョン、ポップスなどを中心に年齢に関係なく楽しめる催し
　物。特別ゲストに森口博子を迎え、会場を盛り上げます。

日時・会場 11月27日(日)

大人  4,500円(友の会  4,100円)
学生  2,500円

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

午後３時開演／大ホール

※入場は就学児以上とさせていただきます。

※入場は就学児以上とさせていただきます。

●那須野が原少年少女合唱団第35回定期演奏会●那須野が原少年少女合唱団第35回定期演奏会
♪トリオ・ラ・プラージュとの共演により音楽の都ウィー
　ンの名曲をおおくりします！

チ ケ ッ ト 全 席 自 由 200円
[演奏予定曲目]
♪フォーレ:｢小ミサ｣、｢スタジオジブリ名曲集｣より「いの
　ちの名前」・「やさしさに包まれたなら」
　J.シュトラウスⅡ世「美しき青きドナウ」 ほか

●Ｘ’mas・コンサートシリーズ⑤
　白鷗大学ハンドベル・クワイア・
　クリスマスコンサート

●Ｘ’mas・コンサートシリーズ⑤
　白鷗大学ハンドベル・クワイア・
　クリスマスコンサート

日時・会場 12月23日(金・祝)

高校生以上  1,200円(友の会1,100円)
子ども(３歳～中学生)  500円

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

午後６時30分開演／大ホール

♪全国でもトップレベルの白鷗大学ハンドベル部。美しいベル
　の音が心を癒すかのように響くステージをお楽しみください。

【演奏予定曲目】
♪ありがとう、ジュピター、クリスマスにちなんだ曲 ほか

【指揮】　荒井弘高（白鷗大学教授）　　

●Ｘ’mas・コンサートシリーズ
　ハーモニーホールフェスティバル
●Ｘ’mas・コンサートシリーズ
　ハーモニーホールフェスティバル

11月16日（水）チケット発売/入場整理券配付
　
　12月16日(金)
　午後６時開演／第１ギャラリー
　入場整理券(要整理券)
　出演：ザ・レッド・ラビッツ
　
　12月17日(土)
　午後６時開演／第１ギャラリー
　自由席 200円(未就学児無料)
　出演：エレガント  フラ  ハラウ  オ  フジヌマ
　
　12月18日(日)
　午後６時開演／第１ギャラリー
　自由席 200円
　出演：ゴスペルミンゴス、JJ and Friends
　　　　トーノ･リコーダー･アンサンブル
　　　　アンサンブルcozy、マットー井上と仲間たち

※入場は３歳以上とさせていただきます。

午後２時開演／大ホール

【指揮】  佐藤 綾 　【ピアノ】  小山 真由美
【共演】  トリオ・ラ・プラージュ　　

日時・会場 平成24年２月５日(日)

●現代狂言～狂言とコントが結婚したら～●現代狂言～狂言とコントが結婚したら～

こんな“お笑い”見たことない。狂言とコントのシアワセ
な結婚！？「ウッチャンナンチャン」の南原清隆と狂言師・
野村万蔵の企画による現代狂言です。

午後６時30分開演／大ホール

【出演】  南原清隆、野村万蔵、佐藤弘道、野々村真 ほか　　

大人  4,000円(友の会  3,600円)
学生  2,000円

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

昨年のイルミネーション昨年のイルミネーション

● クリスマス・ライブ　● クリスマス・ライブ　○ クリスマス・ライブ　

○ クリスマス＆フラダンス　● クリスマス＆フラダンス　○ クリスマス＆フラダンス　

● クリスマス・コンサート　● クリスマス・コンサート　○ クリスマス・コンサート　

チケット好評発売中!チケット好評発売中! チケット好評発売中!チケット好評発売中!

白鷗大学ハンドベルクワイア

森口博子森口博子ＭＡＬＴＡＭＡＬＴＡ
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『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は秘書課広報広聴係
　   （２３）８７００までご連絡ください。

９月10日 救急フェア 
（道の駅那須与一の郷）

９月９日｢救急の日｣にちなんで、救急医療
と救急業務について広く知ってもらうため、
心肺蘇生法や初期消火体験コーナー、大田
原赤十字病院職員による健康相談コーナー
などが設けられました。心肺蘇生法の体験
コーナーでは、いざという時のために沢山
の方が真剣に取り組み、学んでいました。

９月11日
一人ひとりが輝く大田原のつどい
（大田原市総合文化会館ホール）

男女の豊かな生活を目指したつどいが開催さ
れました。弁護士の渥美雅子氏による講話と
同氏が『渥美右桜左桜(うおうさおう)』という
高座名で、夫・矢梅(やばい)氏と夫婦そろっ
ての講談を披露。男女の在り方をうたった内
容に訪れた人たちは惹きこまれていました。

７月20日～９月８日
那須野が原国際彫刻シンポジウムin大田原2011公開制作　

（ふれあいの丘大工房）

日本・韓国・オランダの作家４名が彫刻を作成し
ました。公開制作期間中には、作家と子どもたち
がふれあう造形教室や制作体験なども行われまし
た。11月１日(火)～14日(月)には、市内各所に
完成した作品を展示する｢展覧会｣が開催されま
す。(14ページに展覧会の詳細を掲載)

９月３日 第５回消費者まつり 
（大田原体育館）

くらしの会主催により、もったいない運動
や食と農、環境問題について、地域のみん
なで考えることを目的として毎年開催され、
今年で５回目。健康ぞうり作りやエコを考
えたマイはし作りの体験、地元野菜や米粉
パンの販売、再利用を考えたフリーマー
ケットなどが行われ、訪れた人たちの意識
啓発を図りました。

９月３日～４日
日本女子ソフトボールリーグ１部第６節大田原大会

（美原公園野球場）

栃木県内のチームである『Ｈｏｎｄａ』をはじ
め、白鷗大足利高校出身で北京五輪代表の染
谷選手が所属する『デンソー』など４チームに
よる熱戦が繰り広げられました。また、試合
後主力選手によるサイン会も行われ、子ども
たちは嬉しそうにサインをもらっていました。

《健康ぞうり作り》《健康ぞうり作り》
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